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インフルエンザは、主に感染したヒトの咳、くしゃみ、つばなどの飛
ひ ま つ

沫
とともに放出されたウイルスを吸い込むことによって感染します。
そこで、感染拡大を防ぐために必要なのが、「咳エチケット」です。

咳・くしゃみの症状があ
ればマスクを着用
また、症状のある人にマ
スクの着用をすすめる

鼻水・痰
たん

を含んだティッ
シュはフタ付きごみ箱に
すぐ捨てる

咳やくしゃみの際は、周
りの人から顔をそむける

咳やくしゃみの際は、
ティッシュなどで、口・
鼻を押さえる

■問い合わせ　萩市保健センター（２６・０５００）

１ インフルエンザの情報を把握しましょう

正しい情報を知り、落ち着いて
行動しましょう。

２ 流行期は人込みを避けましょう

また、外出の際はマスクを着用しましょう。
ただし、屋内や乗り物など混み合ってない限り、
マスクを着用する必要はありません。

３ 外から帰ったら、　　　　　　　　　を
しっかりしましょう

手を水で濡らすだけではなく、石けんを使って、
丁寧に洗いましょう。

３. 手のひらをこすりよく
　泡立て、手の甲をこする

４. 指を組み両手の指の間、
　つけ根をこする

６. 両方の手首まで丁寧に
　こすり、流水ですすぐ

２. 石けんを手にとる

５. 指先で手のひらをこする

７. よく乾いた清潔なハン
　カチやペーパータオルな
　どで水気を拭き取る。
　なければ自然乾燥

１. 流水でぬらす

正しい手の洗い方（ポイント）

４ 熱、咳、くしゃみなどの症状がある人
はマスクをつけましょう

◯マスクのつけ方
　◦鼻、口、あごを覆う
　◦鼻筋にフィットさせる

◯マスクのはずし方
　◦ひもを持って顔から外す
　◦表面にふれないように捨てる

５ 栄養・睡眠をしっかりとって、体力を
落とさないようにしましょう

日常生活で気をつけること！策止防染感

手 洗 い う が い

今日からはじめよう
咳 エ チ ケ ッ ト

（山口県萩健康福祉センターの資料から）
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６
月
７
日
、
橋
本
川
河
口
近
く
は

和
船
競
漕
大
会
で
大
い
に
賑に
ぎ

わ
う
。

１
万
人
を
超
え
る
観
客
、
応
援
団
の

見
守
る
中
23
チ
ー
ム
が
競
漕
、
そ
の

速
さ
を
競
い
合
う
。

　

お
し
く
ら
ご
う
の
玉
江
浦
、
地
区

行
事
と
し
て
和
船
競
漕
が
続
い
て
い

る
須
佐
、
和
船
競
漕
が
学
校
教
育
の

中
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
越
ヶ
浜
、

そ
の
他
各
地
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が

参
加
。
中
学
校
の
部
で
は
、
男
女
と

も
越
ヶ
浜
チ
ー
ム
が
優
勝
。
一
般
の

部
は
、
本
年
初
参
加
の
水
産
高
校
の

「
漁
師
に
な
る
ぞ
う
」
チ
ー
ム
が
見

事
優
勝
。
チ
ー
ム
の
名
前
が
、
何
と

も
頼
も
し
い
限
り
。

　

本
大
イ
ベ
ン
ト
の
お
お
取
り
を
飾

る
の
は
も
ち
ろ
ん
「
お
し
く
ら
ご

う
」。
萩
藩
政
時
代
の
早
舟
の
訓
練

の
伝
統
を
く
む
も
の
と
い
わ
れ
て
い

る
。
本
年
も
伝
統
に
の
っ
と
り
、
玉

江
・
倉
江
地
区
の
青
壮
年
が
３
隻
に

分
か
れ
勇
壮
な
絵
巻
き
を
展
開
。
本

年
は
「
日
本
の
祭
り
」
全
国
27
の
う

ち
の
ひ
と
つ
に
選
ば
れ
、
後
日
（
６

月
20
日
予
定
）、
和
船
競
漕
の
全
容

が
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
る
。

■
市
長
コ
ラ
ム
No.50

　市では手指消毒液を、市役所本庁、各総合事務
所、支所・出張所、小・中学校、保育園、博物館、
市民館など公共施設を中心に計 159 施設、164
か所に置いています。（６月９日現在）

△インフルエンザの感染予防防止には、
手
し ゅ し

指消毒が大切です。

まずは必ず電話から！

　次の症状がみられたときは、直接医療機関を受
診せずに、必ず発熱相談センターへ電話してくだ
さい。

○ 38 度以上の発熱
○せき、のどの痛み、鼻水
○一部には嘔吐や下痢、関節痛など

毎日：午前９時〜午後９時（土・日曜日を含む）

　６月２日、萩市において新型インフルエンザの感染者
が発生し、９日までに計４人の患者の発生が確認されま
した。県の発表によれば、米国在住で５月 29 日に帰国
した市内 30 歳代の女性が６月２日に発症し、その後、
家族や同居親族のうち３人が発症したものです。（６月
９日現在）

　現時点では、濃厚接触者以外の発症がなく、感染拡大
の可能性は低いとのことであり、患者に児童・生徒がい
ないことから、市では、保育園の休園や小中学校の休校
措置、イベント開催の自粛などについては当面要請しな
いこととしました。

新型インフルエンザへの対応
　市民の皆さんには、手洗いやうがい、咳エチケットな
ど個人でできる感染防止策の徹底等を呼びかけるととも
に、市としては、公共施設の入口に手指消毒液を設置す
るなど徹底した感染予防を図っているところです。
　今後、万一濃厚接触者以外に感染が拡大することとな
れば、新たな対応をすることとしています。

　この新型インフルエンザについては、弱毒性であり、
早期に適切な治療を受ければ回復も早いと言われていま
す。恐れず、しかし侮らずに、平素の予防を徹底して行
い、国や自治体が発表する情報に注意され、冷静に対応
していただきますようお願いします。
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〒 758ー8555　萩市環境衛生課
（２５・３１４６、ＦＡＸ ２５・３５９１）

■
と
き　

７
月
12
日（
日
）　

早
朝
〜
、
小

雨
決
行

※
開
始
時
間
は
各
地
区
の
実
情
に
合
わ
せ

て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、萩
地
域
は
、午
前
６
時
30
分
に
合

図
と
し
て
の
ろ
し
を
上
げ
ま
す
（
三
見
・
大

井
地
区
は
サ
イ
レ
ン
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

※
雨
天
の
場
合
は
、
７
月
19
日（
日
）に
延

期
し
ま
す
。

■
と
こ
ろ　

市
内
の
河
川
お
よ
び
海
岸

※
各
地
域
に
お
け
る
町
内
の
担
当
場
所

は
、
地
区
別
責
任
者
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
ご
み
の
処
理
方
法

　

収
集
し
た
ご
み
は
、
焼
却
し
な
い
で
、

燃
や
せ
る
ご
み
と
燃
や
せ
な
い
ご
み（
缶
、

び
ん
類
を
含
む
）に
分
け
、
配
布
し
た
袋

（
市
指
定
袋
）に
入
れ
、
交
通
の
支
障
に
な

ら
な
い
場
所
に
集
積
し
て
く
だ
さ
い
。

■
刈
り
草
の
処
理
方
法

◦
交
通
の
支
障
に
な
ら
な
い
場
所
に
、
で

き
る
だ
け
ま
と
め
て
集
積
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
河
川
に
落
ち
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
く

だ
さ
い
。

※
松
本
川
お
よ
び
橋
本
川
の
一
部
、そ
の
他

各
町
内
で
敷
き
草
と
し
て
利
用
さ
れ
る
場

合
は
、そ
の
ま
ま
刈
り
置
い
て
く
だ
さ
い
。

◎
松
本
川
、
橋
本
川
沿
い
の
草
の
刈
り
置

き
可
能
場
所

◦
川
島
地
区
ま
で
の
川
沿
い
の
土
手（
川
島
）

◦
太
鼓
湾（
川
島
）か
ら
橋
本
橋
ま
で
の
川

沿
い
の
土
手

◦
山さ
ん
じ
ょ
う
せ
い
き

城
精
機
前（
沖
原
）か
ら
萩
市
民
病

院（
青
海
）ま
で
の
川
沿
い
の
土
手

※
そ
の
他
の
地
域
は
、
河
川
海
岸
や
道
路

沿
い
等
へ
刈
り
置
い
て
く
だ
さ
い
。

■
作
業
上
の
注
意

◦
ご
み
を
入
れ
た
袋
や
刈
り
草
は
収
集
車

が
通
れ
る
場
所
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

◦
か
ま
、
手
袋
、
帽
子
等
は
各
自
で
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
日
射
病
や
ケ
ガ
な
ど
、
安
全
に
は
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
作
業
中
に
ケ
ガ
人
や
急
病
人
が
発
生
し

た
場
合
は
、萩
市
消
防
本
部
（
２
５
・
２
７

７
２
）へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
草
刈
機
を
使
用
す
る
際
は
、
安
全
な
服

装
や
手
袋
、
防
護
眼
鏡
等
を
着
用
し
て
、

作
業
者
同
士
の
間
隔
を
十
分
に
と
り
、
特

に
斜
面
で
の
作
業
で
は
、
足
場
の
安
全
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
機
械
へ
の
給
油
、

注
油
や
部
品
の
交
換
等
は
、
必
ず
機
器
の

エ
ン
ジ
ン
停
止
後
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
12
日
救
急
の
当
番
医

◯
萩
地
区

【
外
科
】
平
岡
整
形
外
科
医
院

　
　
　
　
（
２
５
・
７
１
０
０
）

【
内
科
】
玉
木
病
院   

（
２
２
・
０
０
３
０
）

◯
阿
北
地
区

　
　
　

福
川
診
療
所
（
５
２
・
０
０
２
７
）

７
月
の
第
２
日
曜
日
に
実
施
し
ま
す

「
市
民
一
斉
清
掃
」に
ご
協
力
を
!

　期間中は、市民の皆さんの地域美化に対する
関心を一層高めるため、市役所ロビー等でのパ
ネル展示やリサイクル講座、講演会を行います。
　また、最終日の 12 日（日）に、市内全域で市
民一斉清掃を行います。小・中学校の児童・生
徒も多数参加しますので、家族ぐるみ、地域ぐ
るみで清掃にご参加ください。

リサイクル講演会（午後１時〜２時 30 分）
昨年に引き続き、家庭の不用品で小物を作り、
日常生活と環境を考えます。
▷エコプラザ・萩
▷講師　島添美

み は こ

葉子（経済産業省認定消費生活
　アドバイザー）
▷ 50 人（先着順）

７月８日（水）

■申し込み

環境美化キャンペーン（午前９時〜）
▷市役所本庁ロビー
▷一日環境衛生課長委嘱状交付式
　「きれいな萩 おまかせいど」認証式
　地球温暖化防止活動推進員委嘱状交付式

７月６日（月）

リサイクル講座「マイ箸作り教室」（午後１時〜）
竹を削ってマイ箸を作りましょう。
▷エコプラザ・萩
▷ 20 人（先着順）申込必要

市内全域

７月12日
（日）

７月６日（月）〜12日（日）
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国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
大
照
院
鐘し
ょ
う
ろ
う
も
ん

楼
門
は
、
平
成
18
年
11

月
か
ら
、
文
化
庁
、
山
口
県
、
萩
市
の

補
助
金
を
受
け
て
、
宗
教
法
人
大
照
院

が
保
存
修
理
工
事
を
行
い
、
５
月
末
に

全
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

鐘
楼
門
は
、
す
べ
て
の
部
材
を
い
っ

た
ん
解
体
し
て
修
理
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
修
理
と
並
行
し
て
、
鐘
楼
門

の
建
立
当
初
の
姿
を
探
り
な
が
ら
工
事

を
行
い
、
左
右
に
取
り
付
く
回
廊
や

風ふ
う
た
く鐸
（
軒
の
四
隅
に
吊
り
下
げ
て
い
る

風
鈴
）、
本
瓦
の
形
式
や
２
階
の
扉
を

元
の
姿
に
戻
し
た
こ
と
で
、
よ
り
重
厚

な
構
え
と
な
り
ま
し
た
。

〜
建
立
後
２
６
０
年
で
初
の
大
改
修
〜

△大改修を終えた鐘楼門

　

６
月
６
日
、
完
成
を
記
念
す
る
落
慶

法
要
が
行
わ
れ
、
修
理
委
員
会
会
長
の

野
村
市
長
は
「
大
照
院
は
萩
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
財
産
な
の
で
、
次
の

世
代
に
確
実
に
継
承
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

■
鐘
楼
門
の
概
要

▽
形
式　

三
さ
ん
け
ん間
一い
っ
こ戸
二に
か
い階
二に
じ
ゅ
う
も
ん

重
門

▽
大
き
さ　

桁け
た
ゆ
き行（
間
口
）7.1
ｍ
、
梁は
り
ま間

（
奥
行
）4.0
ｍ
、
棟む
な
た
か高（
高
さ
）9.7
ｍ

■
事
業
費　

１
億
８
４
５
４
万
円

（
う
ち
市
の
補
助
金
９
２
２
万
７
０
０

０
円
）

■
問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課
（
２
５
・
３
２
９
９
）

国の重要
文化財

大
照
院
鐘
楼
門  

保
存
修
理
工
事
終
わ
る

　

民
間
企
業
の
夏
季
一
時
金
が
大
幅
に

減
少
す
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
中
、

可
能
な
限
り
民
間
の
状
況
を
公
務
員
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
５
月
１
日
、
人
事

院
が
、
国
家
公
務
員
の
期
末
・
勤
勉
手

当
を
暫
定
的
に
0.2
月
分
凍
結
す
る
措
置

を
講
じ
る
よ
う
勧
告
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
市
で
は
、
職
員
の

今
年
６
月
支
給
分
の
期
末
・
勤
勉
手
当

を
0.2
月
分
減
額
す
る
た
め
、
萩
市
議
会

５
月
臨
時
会
で
「
萩
市
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
」（
給
与
条
例
）

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
な
お
、
特

別
職
等
（
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
）

の
今
年
６
月
支
給
分
の
期
末
手
当
に
つ

い
て
も
、
給
与
条
例
の
改
正
に
伴
い
0.2

月
分
の
減
額
と
な
り
ま
す
。（
２
・
15

月
→
１
・
95
月
）

　

ま
た
、
萩
市
議
会
に
お
い
て
も
、
議

員
の
６
月
支
給
分
の
期
末
手
当
を
０
・

15
月
分
減
額
す
る
た
め
、
議
員
提
出
議

案
に
よ
り
「
萩
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
」

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。（
1.6
月
→

１
・
45
月
）

▽
削
減
額　

約
７
５
０
０
万
円

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課
人
事
係
（
２
５
・
３
４
６
０
）

６月期の期末手当等
約10％カット

市職員・特別職・市議会議員

　

県
と
市
町
の
共
同
事
業
で
実
施
し
て

い
る
山
口
県
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て
は
、
県
が
そ
の
制
度
を
一
方
的

に
見
直
し
、
今
夏
か
ら
利
用
者
に
も
一

部
負
担
し
て
い
た
だ
く
と
公
表
し
ま
し

た
。

　

市
で
は
、
現
在
の
経
済
情
勢
等
を
考

慮
し
て
、
県
に
対
し
制
度
改
正
を
再
考

す
る
よ
う
要
望
し
て
き
ま
し
た
が
、
見

直
さ
れ
る
こ
と
な
く
受
給
資
格
者
証
の

更
新
時
期
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、こ
の
助
成
制
度
の
う
ち
、

重
度
心
身
障
害
者
医
療
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

４
月
臨
時
会
で
一
部
負
担
金
相
当
分
を

市
が
負
担
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
医
療
、
母
子
（
ひ
と

り
親
）
家
庭
医
療
に
つ
い
て
は
、
当
初

は
利
用
者
に
一
部
負
担
し
て
い
た
だ
く

よ
う
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
昨
今
の
経

済
情
勢
や
、
子
育
て
支
援
・
医
療
保
障

の
観
点
か
ら
、
当
面
、
一
部
負
担
金
相

当
分
を
市
が
負
担
す
る
こ
と
と
し
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
無
料
化
で
き
る
よ
う
措

置
し
て
い
き
ま
す
。

（
萩
市
議
会
６
月
定
例
会　

市
長
報
告

か
ら
）

乳幼児・ひとり親家庭
医療も市が負担します

福祉医療費助成制度

　萩藩２代藩主、毛利綱
つなひろ

広が明暦２年
（1656）までに再興した臨済宗寺院。初代藩
主、毛利秀

ひでなり

就と偶数代藩主の墓所がある藩
主の菩提寺で、火災により、現在の建物は
寛延３年（1750）までに再建されました。

大照院（国の重要文化財）
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□
一
世
帯
ご
と
の
保
険
料
は
、
医
療
給
付
費

分
保
険
料
額（
加
入
者
全
員
）と
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
保
険
料
額
（
加
入
者
全
員
）
と
介

護
納
付
金
分
保
険
料
額（
40
歳
〜
64
歳
の
方
）

を
、
所
得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・
平
等
割

の
４
つ
の
項
目
で
算
出
し
た
合
計
額
で
す
。

□
保
険
料
の
納
付
義
務
者
は
世
帯
主
と
な

り
、一
世
帯
ご
と
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

□
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
場
合
で
も
擬
制
世
帯
主
と
な
り
、
国
民

健
康
保
険
料
の
納
付
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
「
特
別
徴

収
」
と
、
口
座
振
替
や
納
付
書
で
納
め
る

「
普
通
徴
収
」
が
あ
り
ま
す
。

○
特
別
徴
収

　

年
金
が
支
給
さ
れ
る
際
に
、
国
民
健

康
保
険
料
が
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ
ま

す
。
特
別
徴
収
の
方
の
４
月
、
６
月
の
保

険
料
額
は
、
仮
徴
収
保
険
料
と
し
て
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
間
保
険

料
が
決
定
後
、
８
月
以
降
の
保
険
料
で
調

整
し
ま
す
。

■
対
象
者　

世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
全
員
が
65
〜
74
歳
の
世
帯
で
、
す

で
に
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で

あ
る
世
帯
主

※
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
料
と
の

合
算
額
が
、
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を

超
え
る
場
合
ま
た
は
今
年
度
中
に
75
歳
に

な
る
世
帯
主
は
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

◆
保
険
料
の
支
払
方
法
を
、
年
金
天
引
き

か
ら
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す

　

特
別
徴
収
の
対
象
者
は
、
申
出
に
よ
り

保
険
料
の
支
払
方
法
を
口
座
振
替
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
出
の
時
期
に
よ
っ
て
年
金

天
引
き
を
中
止
で
き
る
時
期
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
注
意
点
】

◦
保
険
料
に
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、
変
更

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦
口
座
振
替
に
変
更
し
て
も
、
引
き
落
と

し
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
年
金
天
引
き

に
戻
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
持
参
す
る
も
の　

保
険
証
、
通
帳
、
通

平成 21 年度の保険料率

医療給付費分
（最高限度額47万円）

所得割 4.55%
資産割 25.00%
均等割 18,000 円
平等割 15,700 円

後期高齢者支援金分
（最高限度額12万円）

所得割 1.70%
資産割 10.00%
均等割  6,000 円
平等割  5,800 円

介護納付金分
（最高限度額10万円）

所得割 1.00%
資産割 10.00%
均等割 6,000 円
平等割 4,000 円

保険料の納期
納期 納付月 納期限
１期 ６月 6月 30日（火）
２期 ７月 7月 31日（金）
３期 ８月 8月 31日（月）
４期 ９月 9月 30日（水）
５期 10月 11月 2日（月）
６期 11月 11月 30日（月）
７期 12月 1月 4日（月）
８期 １月 2月 1日（月）
９期 ２月 3月 1日（月）
10 期 ３月 3月 31日（水）

　

一
定
の
所
得
以
下
の
世
帯
に
つ
い
て

は
、
保
険
料
の
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◦
７
割
軽
減
世
帯　

総
所
得
金
額
が
33
万

円
以
下
の
世
帯

◦
５
割
軽
減
世
帯　

総
所
得
金
額
が
、
33

万
円
に
世
帯
主
を
除
く
被
保
険
者
一
人
に

つ
き
24
万
５
０
０
０
円
を
加
え
た
金
額
以

下
の
世
帯

◦
２
割
軽
減
世
帯　

総
所
得
金
額
が
、
33

万
円
に
世
帯
主
を
含
む
被
保
険
者
一
人
に

つ
き
35
万
円
を
加
え
た
金
額
以
下
の
世
帯

【
平
等
割
の
軽
減
】　

国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行

し
た
こ
と
に
よ
り
、
世
帯
内
の
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
が
１
人
と
な
る
場
合
に

は
、
５
年
間
、
平
等
割
が
半
額
に
軽
減
さ

れ
ま
す
（
介
護
納
付
金
分
を
除
く
）。

帳
の
印
鑑

■
手
続
場
所　

税
務
課
保
険
料
係
、
各
総

合
事
務
所
市
民
生
活
課
、
支
所
・
出
張
所

○
普
通
徴
収

　

上
表
の
納
期
限（
口
座
振
替
日
）ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
６
月
に
送
付
し
た

納
付
書
は
上
半
期
分（
１
〜
５
期
）で
す
。

下
半
期
分（
６
〜
10
期
）は
11
月
に
送
付
し

ま
す
。

■
対
象
者　

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な

い
方

　国民健康保険制度は、加入者
の皆さんが支払われる保険料
や、国・県からの補助金などを
財源として運営しています。平
成 21 年度の保険料率は、昨年
度と同率です。
　なお、今年度から介護納付金
分に係る年間保険料の最高限度
額が９万円から 10 万円に変わ
りました。

国民健康
保険料

税務課保険料係（２５・３７８１）
各総合事務所市民生活課

問い
合わせ

平
成
21
年
度
の
保
険
料

保
険
料
の
納
付
方
法

保
険
料
の
軽
減
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が さ れ て い ま す

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
「
特
別
徴

収
」
と
、
口
座
振
替
や
納
付
書
で
納
め
る

「
普
通
徴
収
」
が
あ
り
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、
原

則
と
し
て
特
別
徴
収
で
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

○
特
別
徴
収

　

年
金
が
支
給
さ
れ
る
際
に
、
介
護
保
険

料
が
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　

特
別
徴
収
の
方
の
４
月
、
６
月
の
保
険

料
額
は
、
仮
徴
収
保
険
料
と
し
て
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
間
保
険
料

が
決
定
後
、
８
月
以
降
の
保
険
料
で
調
整

し
ま
す
。

■
対
象
者　

老
齢
年
金
や
退
職
年
金
、
遺

族
年
金
、
障
害
年
金
の
い
ず
れ
か
を
年
額

18
万
円
以
上
受
給
さ
れ
て
い
る
方

○
普
通
徴
収

　

納
期
は
６
ペ
ー
ジ
の
国
民
健
康
保
険
料

の
納
期
と
同
じ
で
す
。

■
対
象
者　

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な

い
方

　

今
年
度
途
中
で
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
た
方
で
、
特
別
徴
収
の
対
象

と
な
る
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
下
表

の
日
程
で
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

①
65
歳
に
な
っ
た
方

②
65
歳
以
上
の
方
で
、
新
た
に
年
金
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
方

③
65
歳
以
上
の
方
で
萩
市
に
転
入
し
た
方

65 歳以上の方の

　65 歳になられるまでは加入
している医療保険の保険料に含
まれていますが、65 歳になら
れた月からは、介護保険料と医
療保険料を別々に納めていただ
きます。
　65 歳以上の方（第１号被保
険者）の介護保険料は、介護サー
ビスに要する費用に基づき、３
年に１度見直され、今年度から
23 年度までの保険料は表１の
とおりとなっています。
　６月上旬に、保険料決定通知
を送付しましたので、保険料額
と納付方法をご確認ください。

特
別
徴
収
の
開
始
時
期

保険料段階 対象者 年間保険料
（月額）

第１段階 生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で市民
税非課税世帯の方

24,590円
（2,049円）

第２段階 市民税非課税世帯で、合計所得金額と課税年
金収入額の合計が 80 万円以下の方

24,590円
（2,049円）

第３段階 市民税非課税世帯で、合計所得金額と課税年
金収入額の合計が 80 万円を超える方

36,890円
（3,074円）

第４段階
本人は市民税
非課税で、世
帯の誰かが市
民税課税の方

合計所得金額と課税年金収入額
の合計が80万円以下の方

44,260円
（3,688円）

合計所得金額と課税年金収入額
の合計が80万円を超える方

49,180円
（4,098円）

第５段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が 125 万
円未満の方

54,100円
（4,508円）

第６段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が 125 万
円以上 200 万円未満の方

61,480円
（5,123円）

第７段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が 200 万
円以上 400 万円未満の方

73,780円
（6,148円）

第８段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が 400 万
円以上の方

86,070円
（7,173円）

保
険
料
の
納
付
方
法

介護保険料

税務課保険料係（２５・３７８１）
各総合事務所健康福祉課

■平成21〜23年度の保険料段階別介護保険料（表１）

保 険 料 の 見 直 し

問い
合わせ

①〜③に該当した日 特別徴収の開始時期

２月２日～４月１日 10 月の年金から

４月２日～10月１日 翌年度４月の年金から

10月２日～12月１日 翌年度６月の年金から

12月２日～２月１日 翌年度８月の年金から

※①〜③に該当した日によって、開始時期は
異なります。

■特別徴収への切り替え日程
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昭
和
38
年
以
来
、
48
年
ぶ
り
の

国
民
体
育
大
会

「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」

　

国
民
体
育
大
会
は
、
広
く
国
民
の
間
に

ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
し
、
国
民
の
健
康
増
進

と
体
力
の
向
上
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
地
方

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
地
方
文
化
の
発
展
に

寄
与
す
る
目
的
で
開
催
さ
れ
る
国
内
最
大

の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
す
。

　

戦
後
の
混
乱
期
の
中
、
国
民
の
明
日
へ

の
希
望
と
復
興
を
促
す
た
め
、
昭
和
21
年

に
第
１
回
大
会
が
開
催
さ
れ
、
以
降
、
毎

年
各
都
道
府
県
持
ち
回
り
で
行
わ
れ
、
山

口
県
で
は
昭
和
38
年
に
開
催
さ
れ
て
以
来

48
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
大
会
」

　

障
害
の
あ
る
選
手
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の

人
々
が
障
害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
障

害
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
る
障
害
者
の

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
す
。

　

平
成
13
年
に
第
１
回
大
会
が
開
催
さ
れ

て
以
来
、
国
体
終
了
後
に
毎
年
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

開
催
時
期

　

平
成
23
年
10
月
に
開
催
し
ま
す
。

【
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
】

　

10
月
１
日（
土
）〜
11
日（
火
）

【
お
い
で
ま
せ
！
山
口
大
会
】

　

10
月
22
日（
土
）〜
24
日（
月
）

萩
市
で
開
催
さ
れ
る
競
技

【
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
】

▽
卓
球
、
軟
式
野
球
、
柔
道
、
カ
ヌ
ー

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
）

【
お
い
で
ま
せ
！
山
口
大
会
】

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▽
卓
球
バ
レ
ー
（
オ
ー
プ
ン
競
技
）

来
年
は
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
開
催

２年後の平成 23 年（2011）10 月、第 66 回国民体育大会（おいでませ！
山口国体）と、第 11 回全国障害者スポーツ大会（おいでませ！山口大会）が、
山口県で開催されます。
萩市では、広く市民運動を展開することで、地域の連帯感を醸成し、心豊か
で活力に満ちた郷土づくりを目指して、開催に向けた準備を進めています。

競技 とき ところ

山
口
国
体

卓球（成年男女） ７日～10日 市民体育館
軟式野球（成年男子） ２日、３日 萩スタジアム
柔道（全種別） ２日～４日 市民体育館
カヌー

（スラローム・ワイルドウォーター） ６日～９日 阿武川特設カヌー競技場

グラウンドゴルフ ９日 むつみグラウンドほか
山
口
大
会

バレーボール（聴覚障害の部） 22日～24日 市民体育館

卓球バレー 23日 萩武道場

■開催日程（2011 年 10 月）

　

山
口
国
体
開
催
の
前
年
に
あ
た
る
、
平

成
22
年
に
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
多
く
の
選
手
が
参
加
し

ま
す
。

▽
カ
ヌ
ー
（
西
日
本
カ
ヌ
ー
大
会
／
７
月

18
日
）
▽
柔
道
（
全
国
教
員
柔
道
大
会
／

８
月
１
日
）
▽
卓
球
（
全
日
本
卓
球
選
手

権
大
会
・
団
体
の
部
／
10
月
15
日
〜
17
日
）

萩
市
実
行
委
員
会

第
１
回
専
門
委
員
会
を
開
催

　

４
月
28
日
、
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体

萩
市
実
行
委
員
会
（
会
長
：
野
村
萩
市
長
）

第
１
回
専
門
委
員
会
が
開
か
れ
、
委
員
71

人
に
委
嘱
状
の
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

専
門
委
員
会
は
、
総
務
企
画
、
競
技
式

典
、
宿
泊
衛
生
、
輸
送
交
通
専
門
委
員
会

の
４
つ
の
部
門
に
分
か
れ
、
今
後
委
員
の

皆
さ
ん
が
様
々
な
意
見
を
出
し
て
、
国
体

に
向
け
準
備
を
進
め
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

国
体
推
進
室
（
２
５
・
３
７
０
３
）

軟式野球 卓 球

柔 道カヌー
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　萩、須佐地域以外は合併後初めて巡回していま
す。田万川地域では，多磨小学校での利用が多く
なっています。

屋

シリーズ

http://hagilib.city.lg.jp/
萩　　２５・６３５５
須佐　０８３８７・６・５５００
明木　５５・０３１４

●HPアドレス
●問い合わせ

係
な
い
内
容
の
場
合
は
自
家
用
広
告
物

で
は
な
く
、一
般
広
告
物
と
な
り
ま
す
。

【
一
般
広
告
物
】　

自
己
の
店
舗
な
ど
が

な
い
場
所
に
設
置
す
る
広
告
物
の
こ
と

で
、市
内
に
は
約
１
２
０
件
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
許
可
手
数
料
は
有
料
で
す
。

※
自
家
用
広
告
物
と
一
般
広
告
物
で
は

設
置
で
き
る
場
所
、
許
可
期
間
、
基
準

等
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
次
回

以
降
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
２
５
・
３
６
４
７
）

※
４
月
の
機
構
改
革
で
屋
外
広
告
物
に

関
す
る
事
務
は
、
ま
ち
な
み
対
策
課
か

ら
、
都
市
計
画
課
に
移
管
し
ま
し
た
。

　

図
書
館
か
ら
遠
い
地
域

の
方
に
も
気
軽
に
図
書
を

利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
移
動
図
書
館
の
わ
く

わ
く
号
と
、
ま
な
ぼ
う
号

の
２
台
が
市
内
全
域
を
巡

回
し
て
い
ま
す
。

自
家
用
広
告
物
と
一
般
広
告

物
の
違
い
は
な
ん
で
す
か
。

広告物の種類
　

市
で
は
、昨
年
10
月
か
ら
「
屋
外
広
告
物
等
に
関
す
る
条
例
」

を
施
行
し
ま
し
た
。
看
板
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
屋
外
広
告
物
を

設
置
す
る
場
合
は
事
前
に
、
ま
た
、
既
に
設
置
し
て
あ
る
場
合

も
、
再
度
市
へ
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
（
ま
だ
、
申
請
を

さ
れ
て
な
い
方
は
、
速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）。

　

今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、
基
準
の
内
容
等
に
つ
い
て
、
わ
か

り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

△自家用広告物

△一般広告物

　

萩
図
書
館
の
わ
く
わ
く
号
は
、
萩
・

川
上
・
む
つ
み
・
旭
・
福
栄
地
域
の
59

か
所
、須
佐
図
書
館
の
ま
な
ぼ
う
号
は
、

須
佐
・
田
万
川
地
域
の
24
か
所
を
巡
回

し
、
平
成
20
年
度
の
利
用
状
況
は
表
の

と
お
り
で
す
。

■
貸
出
方
法　

貸
出
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
予
約
・
返
却　

借
り
た
い
本
が
、
移

動
図
書
館
に
な
い
と
き
は
、
予
約
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
移
動
図
書
館

で
借
り
た
本
を
、
図
書
館
や
地
域
の
公

民
館
で
返
却
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

今
年
９
月
ま
で
の
巡
回
予
定
（
箇

所
・
日
時
）
は
各
図
書
館
に
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
報
４
月
１
日
号

ま
た
は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

巡回日数174日
地域（巡回箇所数）利用者数（延べ:人）貸出数（冊）

萩（31） 15,902 37,816
川上（5） 830 2,076
むつみ（7） 705 1,811
旭（9） 1,854 5,353
福栄（7） 1,423 4,183
合計（59） 20,714 51,239
平成19年度 20,845 50,686

巡回日数169日
地域（巡回箇所数）利用者数（延べ:人）貸出数（冊）

須佐（16） 2,771 7,287
田万川（8） 3,173 8,998
合計（24） 5,944 16,285
平成19年度 4,373 9,883

わ く わ く 号

ま な ぼ う 号

外 広 告 物 ①Q
　
　

広
告
に
は
、
自
家
用
広
告
物
と
一

般
広
告
物
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

【
自
家
用
広
告
物
】　

自
己
の
店
舗
等
の

建
物
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
も
の
、
ま

た
店
舗
等
の
敷
地
内
に
設
置
し
て
あ
る

広
告
物
の
こ
と
で
、
市
内
の
広
告
物
の

大
部
分
は
こ
の
自
家
用
広
告
物
に
あ
た

り
、
許
可
手
数
料
は
無
料
で
す
。

　

た
だ
し
、自
己
所
有
地
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
敷
地
内
に
店
舗
な
ど
が
な
い
場
合

や
、
敷
地
内
の
店
舗
の
営
業
内
容
に
関

Ａ

店舗等のない敷地

自己店舗等の敷地
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さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
病
院
へ
行
く
と

血
圧
が
上
が
る
“
白
衣
高
血
圧
”
を
経
験

し
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
緊
張
や
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
血

圧
は
変
化
す
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
日
常

生
活
下
の
血
圧
で
あ
る
「
家
庭
血
圧
値
」

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
家
庭
血
圧
は
、
診
察
室
血
圧
よ
り

も
む
し
ろ
生
命
予
後
、
心
血
管
病
発
症

の
予
測
に
役
立
つ
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま

す
。
で
は
、
実
際
ど
れ
く
ら
い
の
値
が

家
庭
の
血
圧
測
定
で
高
血
圧
に
な
る
か
と

い
う
と
、
収
縮
期
血
圧（
最
高
血
圧
）が

１
３
５
㎜
Hg
以
上
ま
た
は
拡
張
期
血
圧

（
最
低
血
圧
）が
85
㎜
Hg
以
上
で
す
。
か
な

り
厳
し
い
値
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

■
家
庭
血
圧
値
の
測
定
方
法

　

一
般
的
に
、
使
用
す
る
血
圧
計
は
上
腕

用
が
良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

生
活
状
況
、
身
体
的
条
件
に
よ
り
他
の
装

置
（
手
首
や
指
で
測
定
す
る
装
置
）
で
測

萩
市
民
病
院 　

２
５
・
１
２
０
０

47

■
家
庭
血
圧
値
、
家
庭
血
圧
値
高

血
圧
と
は

　
「
高
血
圧
」
と
は
ど
れ
く
ら
い
の
値
か

ら
診
断
さ
れ
る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

表
１
に
示
す
よ
う
に
、
今
回
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
も
収
縮
期
血
圧（
最
高
血
圧
）が

１
４
０
㎜
Hg
以
上
ま
た
は
拡
張
期
血
圧

（
最
低
血
圧
）が
90
㎜
Hg
以
上
あ
る
場
合
を

高
血
圧
と
診
断
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
医
療
機
関

で
測
定
す
る
「
診
察
室
血
圧
値
」
で
あ
り
、

家
庭
で
の
血
圧
は
も
っ
と
厳
格
な
値
が
示

医師：河
かわばた

端　哲
て つ や

也

萩市民病院

日
本
高
血
圧
学
会
か
ら
今
年
１
月
に「
高
血
圧
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
０
９
」が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
は
厳
格
な
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
と
も
に
、
家
庭
血
圧
測
定
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

専門：内科・循環器科

ご
存
知
で
す
か
？　
家
庭
血
圧
値

定
さ
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
上
腕
用
家
庭

血
圧
測
定
計
の
精
度
は
、
国
産
で
あ
れ
ば

大
き
な
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
の
測

定
時
間
、
条
件
に
つ
い
て
は
表
２
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

血
圧
は
体
調
、
測
定
時
間
に
よ
り
刻
一

刻
と
変
化
し
て
い
ま
す
。
測
定
値
に
一
喜

一
憂
す
る
こ
と
な
く
、
測
定
自
体
が
ス
ト

レ
ス
と
な
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
１
回
１
回
の
測
定
値
よ
り
も
長
期

的
な
血
圧
の
状
態
を
知
る
こ
と
の
方
が
極

め
て
重
要
で
す
。

■
測
定
値
に
異
常
が
出
た
ら

　

測
定
値
に
１
度
や
２
度
、
異
常
値
が
出

て
も
症
状
が
な
け
れ
ば
あ
わ
て
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
血
圧
の
状
態
を
長
期
間
、

記
録
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
高
血
圧
が
続

き
、
何
ら
か
の
症
状
（
頭
痛
、
め
ま
い
、

動
悸
な
ど
）
が
あ
れ
ば
医
療
機
関
を
受
診

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
血

圧
の
記
録
が
あ
れ
ば
参
考
に
な
る
の
で
是

非
、持
参
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

mmHg

＜120 ＜80

＜130 ＜85

130ー139 85ー89

140ー159 90ー99

160ー179 100ー109

≧180 ≧110

≧140 ＜90

日本高血圧学会　2009

表 １

（最高血圧） （最低血圧）

※＜は未満、≧は以上

表 ２
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ー
一
般
外
来
は
午
前
中
の
受
診
を
ー

　

小
児
科
の
一
般
外
来
は
、
祝
日
を
除
く

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
中（
受

付
：
午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分
）で
す
。

午
後
は
入
院
診
療
と
、
心
臓
病
や
ア
レ
ル

ギ
ー
・
腎
臓
病
な
ど
の
専
門
外
来
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

小
児
科
の
一
般
外
来
を
受
診
す
る
お
子

さ
ん
は
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
専
門
外
来
に
通
院
す
る
基
礎
疾
患
を

も
っ
た
お
子
さ
ん
が
感
染
症
に
か
か
ら
な

い
よ
う
、
一
般
外
来
と
専
門
外
来
を
午
前

と
午
後
に
分
け
て
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
が
病
気
の
と
き
は
、
電
話
予

約
の
う
え
、
午
前
中
の
一
般
外
来
を
受
診

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ー
初
診
の
方
は
午
前
中
の
受
診
を
ー

　

こ
れ
ま
で
も
、
午
後
は
専
門
外
来
や
入

院
診
療
、
手
術
、
検
査
等
を
主
と
し
て
い

ま
し
た
が
、診
療
体
制
の
見
直
し
に
伴
い
、

７
月
１
日
か
ら
内
科
の
午
後
の
外
来
診
療

は
再
診
の
方
の
み
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

初
診
の
方
は
電
話
予
約
の
う
え
、
午
前

中
の
内
科
外
来
を
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
救
急
に
つ
い
て
は
、
午
前
・
午

後
を
問
い
ま
せ
ん
。

□
予
約
セ
ン
タ
ー
（
２
５
・
１
２
３
５
）

　

こ
れ
ま
で
入
院
費
は
「
出
来
高
払
い
」

と
い
う
、
実
施
し
た
診
療
内
容
（
入
院
基

本
料
や
検
査
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
投
薬
、
注

射
な
ど
）
を
積
み
上
げ
る
方
法
で
計
算
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
と
は

D

ダ
イ
ア
グ
ノ
ー
シ
ス

iagnosis

（
診
断
）、P
プ
ロ
シ
ー
ジ
ャ

rocedure

（
診

療
行
為
）、C コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

om
bination

（
組
み
合
わ
せ
）

の
略
で
、
約
５
０
０
種
類
の
病
名
ご
と
に

実
施
し
た
手
術
や
処
置
、
合
併
症
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
、
１
日
当
た
り
定
額
の
点
数

が
１
５
７
２
通
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
入
院
さ
れ
た
場
合
、
例
外
も
あ

り
ま
す
が
、
１
５
７
２
通
り
の
う
ち
ど
れ

か
１
つ
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
入
院
費
を
計
算
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｐ
Ｃ
で
は
、
図
の
と
お
り
、
こ
れ
ま

で
「
出
来
高
」
で
算
定
し
て
い
た
入
院
基

本
料
や
検
査
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
投
薬
、
注

射
等
が
包
括
さ
れ
、
病
気
・
病
態
を
も
と

に
診
療
行
為
を
組
み
合
わ
せ
た
分
類
ご
と

に
１
日
当
た
り
の
定
額
点
数（
包
括
点
数
）

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
手
術
、

麻
酔
、
リ
ハ
ビ
リ
、
検
査
の
一
部
（
内
視

鏡
・
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
等
）、
処
置

の
一
部
、
食
事
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
「
出
来
高
」
で
計
算
し
ま
す
。

　

自
己
負
担
の
割
合
は
「
出
来
高
払
い
」

で
保
険
給
付
７
割
、
自
己
負
担
３
割
で
あ

れ
ば
、Ｄ
Ｐ
Ｃ
で
も
自
己
負
担
は
３
割
で
、

従
来
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
高
額
療
養

費
の
扱
い
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
民
病
院
（
２
５
・
１
２
０
０
）

萩
市
民
病
院
は
７
月
１
日
か
ら
、
急
性
期
入
院
医
療
の

質
の
向
上
に
向
け
て
、
入
院
費
を
「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
診
断
群

分
類
別
包
括
評
価
）」
に
よ
っ
て
計
算
す
る
新
し
い
方

法
に
変
更
し
ま
す
。

山
口
県
内
に
あ
る
１
５
０
病
院
の
う
ち
、
す
で
に

移
行
し
た
病
院
、
今
年
度
に
移
行
す
る
病
院
を
あ

わ
せ
て
１
割
程
度
が
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
に
な
る
見

通
し
で
、
萩
保
健
医
療
圏
で
は
初
め
て
で
す
。

入
院
医
療
費
の

計
算
方
法
が

変
わ
り
ま
す

萩市民病院

食事

手術・リハビリ・一部の検査等

食事

手術・リハビリ等

７月から
出来高のまま

そのまま

１日当たりの定額点数
（包括部分）

処置

投薬・注射

検査・レントゲン

入院基本料

包括へ変更

DPCは、急性
期入院医療の
包括支払制度
ともいわれ、

全国の一般病院 8,862 病院、91 万 3,234 床（平成 19 年医
療施設調査）のうち、1,283 病院（14.5％）、病床数で半分
近い 43 万 4,231 床（47.5％）が新しい制度に移行しており、
萩保健医療圏では市民病院が初めてです。

これまで 出来高 ７月１日から DPC
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谷
内
田
順
子
さ
ん 

萩
焼
で
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

　

萩
焼
を
使
っ
た
「
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
展
」
が
、
５
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で

市
民
体
育
館
（
萩
焼
ま
つ
り
会
場
）
で
、
８

日
か
ら
24
日
ま
で
旧
久
保
田
家
住
宅
で
開
催

さ
れ
、
む
つ
み
地
域
吉
部
出
身
の
谷や

内ち

田だ

順

子
さ
ん
（
59
歳
、
埼
玉
県
在
住
、
旧
姓
三
戸
）

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

　

谷
内
田
さ
ん
は
、
８
年
前
か
ら
テ
ー
ブ

ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
教
室
に
通
い
始
め
、

「
２
０
０
７
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
で
は
応
募
総
数
約
１
９
０
０
点
の
中

か
ら
大
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
関
東
を
中
心

に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

の
活
動
を
は
じ
め
た
と
き
か
ら
、
萩
焼
で
の

演
出
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
と
い
う
谷
内
田
さ

ん
は
「
地
元
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
付
け
で
、
福
川
診
療
所
に
新
し

い
医
師
が
着
任
し
ま
し
た
。
山
本
健け
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

医
師
（
34
歳
）。

　

下
関
市
の
出
身
で
柳
井
市
立
平へ
い

郡ぐ
ん

診
療

所
、
岩
国
市
立
美み

わ和
病
院
等
を
経
て
の
勤
務

と
な
り
ま
し
た
。「
で
き
る
限
り
住
民
の
皆

さ
ん
の
お
役
に
立
ち
た
い
」
と
張
り
切
っ
て

い
ま
す
。

福
川
診
療
所
に
新
し
い
医
師

　

萩
市
吉
田
町
出
身
の
俳
優
で
、
今
年
１
月

か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」
に
レ

ギ
ュ
ラ
ー
出
演
し
て
い
る
松
本
実み
の
るさ

ん
（
35

歳
、
東
京
都
在
住
）
が
、
５
月
に
撮
影
の
休

み
を
利
用
し
て
帰
省
し
、
21
日
、
市
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

松
本
さ
ん
は
ド
ラ
マ
の
中
で
、
戦
国
時
代

の
武
将
・
上
杉
景か
げ

勝か
つ

の
家
臣
で
、
主
人
公
で

あ
る
直な
お
え江

兼か
ね

続つ
ぐ

（
妻
夫
木
聡
）
を
補
佐
す
る

山
岸
尚な
お

家い
え

（
深ふ
か

沢ざ
わ

弥や
し
ち
ろ
う

七
郎
）
役
で
出
演
し
て

い
ま
す
。「
こ
れ
ほ
ど
長
く
一
つ
の
作
品
に

関
わ
る
の
は
初
め
て
で
す
が
、
楽
し
く
演
じ

て
い
ま
す
」
と
松
本
さ
ん
。
撮
影
は
昨
年
の

俳
優 

松
本
実
さ
ん　

大
河
ド
ラ
マ
に
出
演
中
!

９
月
か
ら
始
ま
り
、
今
年
の
９
月
ま
で
約
１

年
間
続
く
そ
う
で
す
。

　

萩
市
平
安
古
町
出
身
で
、
声
楽
家
の
米ま
い
や谷

朋と
も
こ子
さ
ん（
30
歳
、東
京
都
在
住
、旧
姓
宮
内
）

が
、
５
月
９
日
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
で
開

催
さ
れ
た
「
世
界
オ
ペ
ラ
歌
唱
コ
ン
ク
ー
ル

『
新
し
い
声
２
０
０
９
』
ア
ジ
ア
予
選
」
を

通
過
し
、
10
月
に
ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
る
本
選

に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
世
界
的
に
通
用
す

る
才
能
を
持
つ
若
手
オ
ペ
ラ
歌
手
の
発
掘
、

育
成
を
目
的
と
し
て
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
テ
ル
ス

マ
ン
財
団
が
主
催
す
る
も
の
で
、
ア
ジ
ア
予

選
に
は
、
中
国
、
韓
国
な
ど
か
ら
87
人
が
出

場
。
本
選
へ
は
米
谷
さ
ん
と
韓
国
、
台
湾
か

声
楽
家 

米
谷
朋
子
さ
ん　

世
界
大
会
へ
出
場
決
定

ら
の
３
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

米
谷
さ
ん
は
、
本
選
に
向
け
て
「
オ
ペ
ラ

の
本
場
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
ア
ジ
ア
人
の
誇
り

を
持
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

福
栄
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萩
・
夏
み
か
ん
ま
つ
り
、
浜
崎
伝
建
お
た
か
ら
博
物
館
、
萩
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

外
務
省
の
若
手
職
員　

萩
で
研
修

　

夏
み
か
ん
の
白
い
花
が
盛
り
を
迎
え
た

「
か
ん
き
つ
公
園
・
旧
田
中
別
邸
」（
平
安
古

町
）
で
、
５
月
16
、
17
日
、「
萩
夏
み
か
ん

ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

環
境
省
の
「
か
お
り
風
景
百
選
」
に
選
ば

れ
て
い
る
萩
特
産
の
夏
み
か
ん
の
花
。
今
年

は
花
も
多
く
、
例
年
以
上
に
甘
い
香
り
に
つ

つ
ま
れ
な
が
ら
、
観
光
客
は
、
夏
み
か
ん
を

そ
の
場
で
搾
っ
て
飲
む
生
ジ
ュ
ー
ス
の
さ
っ

ぱ
り
し
た
味
や
、
加
工
品
の
試
食
な
ど
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

５
月
17
日
に
は
、
国
選
定
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
の
浜
崎
で
「
浜
崎
伝
建
お

た
か
ら
博
物
館
」
が
開
催
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
地
元
の
グ
ル
ー
プ
「
浜
崎
し
っ
ち
ょ

る
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
地
区
に
残
る
伝
統

的
な
家
々
や
お
た
か
ら
を
公
開
す
る
も
の
で

す
。
12
回
目
と
な
る
今
年
は
、
浜
崎
町
並
み

交
流
館
（
旧
山
村
家
住
宅
）
の
オ
ー
プ
ン
な

ど
新
し
い
見
ど
こ
ろ
も
加
わ
り
、
当
日
は
、

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
４
５
０
０
人
の
方
が

訪
れ
、
伝
統
的
な
ま
ち
な
み
の
中
を
吉
田
松

陰
先
生
の
書
や
紙
し
ば
い
、
古
い
生
活
雑
貨

な
ど
を
見
物
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
９
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
、

市
内
29
か
所
で
、
庭
園
等
を
一
般
の
方
に
公

開
す
る
「
萩
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」
が
開
催

さ
れ
、
約
９
５
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

萩

萩・夏みかんまつり浜崎伝建おたから博物館

　

平
安
古
町
新
堀
川
沿
い
に
立
つ
イ
ヌ
マ
キ

の
巨
木
が
、
山
口
県
に
よ
る
道
路
整
備
工
事

に
伴
い
、
城
東
南
区
に
移
設
さ
れ
る
こ
と
に

３
０
０
年　

初
の
引
っ
越
し

萩

イ
ヌ
マ
キ
の
巨
木

う
近
所
の
男
性
は
「
こ
れ
か
ら
も
見
守
り
続

け
て
ほ
し
い
」
と
無
事
終
わ
っ
た
引
っ
越
し

に
ほ
っ
と
し
た
様
子
で
し
た
。

な
り
、
山
口
県
樹
木
医
会
も
協
力
し

５
月
16
日
、
移
植
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

イ
ヌ
マ
キ
は
高
さ
12
ｍ
、
重
さ
約

20
ｔ
で
、
樹
齢
は
推
定
３
０
０
年
。

作
業
は
、
大
型
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上

げ
、
約
30
ｍ
の
距
離
を
ゆ
っ
く
り
移

動
し
、新
し
い
緑
地
に
着
き
ま
し
た
。

　

約
60
年
前
の
小
学
生
当
時
、
木
に

登
っ
て
赤
い
実
を
食
べ
て
い
た
と
い

初
夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た

　

外
務
省
に
平
成
19
年
度
と
20
年
度
に
入
省

し
、
今
年
の
夏
か
ら
外
交
官
と
し
て
世
界
各

地
に
赴
任
す
る
職
員
76
人
が
、
５
月
27
日
、

萩
市
に
研
修
で
訪
れ
、
萩
博
物
館
や
松
陰
神

社
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
近
代
日
本
の
建
設
に
重
要
な
役

割
を
担
っ
た
人
物
の
志
を
学
び
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
が
進
む
べ
き
進
路
を
考
え
る
一
助
と

す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

研
修
を
受
け
た
職
員
ら
は
、「
こ
れ
を
機

に
幕
末
史
の
勉
強
を
も
う
一
度
し
た
い
」、

「
小
学
校
で
の
松
陰
の
こ
と
ば
の
朗
唱
教
育

が
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

萩
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相
島
の
あ
ま
い
ス
イ
カ
初
出
荷

千
石
台
だ
い
こ
ん
出
荷
は
じ
ま
る

大
き
く
て
、
お
い
し
い
！
萩
た
ま
げ
な
す
初
出
荷

小
学
生
が
梨
の
袋
か
け
を
体
験

　

重
さ
５
０
０
ｇ
以
上
、
長
さ
約
30
㎝
も
あ

る
巨
大
な
ナ
ス
「
萩
た
ま
げ
な
す
」
の
初
出

荷
式
が
、
５
月
20
日
、
萩
市
青
果
物
地
方
卸

売
市
場
（
椿
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

萩
た
ま
げ
な
す
は
、
果
肉
が
柔
ら
か
く
き

め
が
細
か
く
甘
み
が
あ
る
の
が
特
徴
。
テ
レ

ビ
番
組
で
も
紹
介
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
全

国
的
に
も
知
名
度
が
向
上
し
、
首
都
圏
に
向

け
て
も
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
萩

市
と
長
門
市
の
13
戸
の
生
産
農
家
が
72
ａ
で

栽
培
し
、
昨
年
よ
り
約
７
０
０
０
本
多
い

２
万
７
５
０
０
本
の
出
荷
を
計
画
、
売
り
上

げ
は
１
０
０
０
万
円
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「 

千 

だ
い
こ
ん
」で
知
ら
れ
る
千
石
台
の

大
根
の
出
発
式
が
、５
月
28
日
、む
つ
み
だ
い

こ
ん
集
出
荷
施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

千
石
台
地
区
は
、
標
高
４
０
０
〜
５
０
０

ｍ
で
、
寒
暖
の
差
が
大
き
く
、
土
壌
に
も

恵
ま
れ
、
甘
味
と
辛
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

た
み
ず
み
ず
し
い
お
い
し
い
大
根
が
で
き
ま

す
。
肉
質
は
き
め
細
か
く
、
煮
崩
れ
し
に
く

い
と
い
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
都
会
か
ら
U
タ
ー
ン
し
た
20
代

の
若
者
が
２
人
加
わ
り
、
13
戸
で
86　

を
栽

培
。
販
売
額
３
億
２
０
０
０
万
円
を
目
指
し

12
月
ま
で
出
荷
が
続
き
ま
す
。

ha

ま
る
せ
ん

む
つ
み

萩 　

５
月
25
日
、小
川
小
学
校
３
・
４
年
生
の
児

童
12
人
が
、総
合
的
な
学
習
の
一
環
と
し
て
、

平
山
台
果
樹
団
地
内
の
中
島
農
園
で
梨
の
摘

果
と
小
袋
か
け
の
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
農
園
の
方
か
ら
「
袋
か
け
は
病

害
虫
か
ら
梨
を
守
る
た
め
」
な
ど
の
説
明
を

聞
き
作
業
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
が
、
初
め

て
の
体
験
で
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
農
園
の
方
の
指
導
を
受
け
、
徐
々
に
慣

れ
、
最
後
に
は
「
上
手
だ
ね
」
と
褒
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
梨
の
成
長
に
あ
わ
せ
大
袋
か
け
を

行
い
、秋
に
は
収
穫
体
験
を
行
う
予
定
で
す
。

田
万
川

　

県
内
有
数
の
お
い
し
い
ス
イ
カ
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
る
相
島
の
ス
イ
カ
「
萩
西
瓜
」

の
初
出
荷
式
が
、
５
月
26
日
、
相
島
地
区
多

目
的
集
出
荷
施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

相
島
の
ス
イ
カ
は
、
水
は
け
の
良
い
段
々

畑
で
作
ら
れ
る
う
え
、
１
つ
の
株
か
ら
1
玉

だ
け
を
収
穫
す
る
こ
だ
わ
り
栽
培
を
行
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
糖
度
が
高
く
、
甘
く

シ
ャ
リ
ッ
と
し
た
歯
ざ
わ
り
が
特
徴
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
甘
く
て
お
い
し
い
１
１
０
０

玉
が
県
内
各
地
に
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
５
万
玉
（
約
４
０
０
ｔ
）、
６

５
０
０
万
円
の
販
売
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

萩
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約
９
か
月
の
里
帰
り
を
終
え
、
再
び
英
国
へ

気
象
庁
長
官
か
ら
感
謝
状

ふ
る
さ
と
を
キ
レ
イ
に
!!

　

英
国
か
ら
１
年
間
の
期
限
付
き
で
里
帰
り

し
、
萩
博
物
館
で
公
開
さ
れ
て
い
た
“
長
州

砲
”
の
展
示
が
５
月
31
日
に
終
わ
り
、
英
国

に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
27
日
か
ら
の
展
示
期
間
中
、
約

７
万
２
０
０
０
人
が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

展
示
中
、
萩
博
物
館
が
実
物
を
綿
密
に
調

査
し
た
結
果
、
萩
藩
（
長
州
藩
）
を
代
表
す

る
鋳い

も

じ
物
師
、
郡ぐ
ん
じ司

喜き
へ
い
じ

平
治
作
の
大
砲
の
特
徴

で
あ
る
鋳い
が
た型

の
継
ぎ
目
跡
が
約
10
か
所
見
つ

か
り
、
郡
司
鋳
造
所
跡
か
ら
出
土
し
た
洋
式

カ
ノ
ン
砲
の
鋳
型
（
萩
博
物
館
に
展
示
中
）

と
同
様
の
手
法
を
と
っ
た
こ
と
な
ど
が
新
た

に
判
明
し
ま
し
た
。

萩

　

５
月
24
日
に
福
川
地
区
の
赤
十
字
地
域
奉

仕
団
の
皆
さ
ん
30
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
し
て
、
県
道
、
市
道
沿
い
の
清
掃
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
活
動
を
始
め
る
直
前
に
激
し
い

雨
が
降
り
足
元
の
悪
い
中
で
の
作
業
と
な
り

ま
し
た
が
、
道
沿
い
の
草
む
ら
か
ら
空
き
缶

や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
拾
い
ま
し
た
。

　

途
中
、
天
候
も
回
復
し
２
時
間
で
作
業
を

終
え
ま
し
た
が
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
の
ゴ

ミ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

雨
の
中
で
清
掃
活
動

赤
十
字
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

福
栄

　

６
月
１
日
、
萩
市
須
佐
総
合
事
務
所
が
、

多
年
に
わ
た
り
、
下
関
地
方
気
象
台
須
佐
地

域
気
象
観
測
所
（
ア
メ
ダ
ス
）
の
管
理
業
務

に
協
力
を
し
た
功
績
を
評
価
さ
れ
、
気
象
庁

長
官
か
ら
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

　

須
佐
総
合
事
務
所
は
、
昭
和
44
年
の
須
佐

ア
メ
ダ
ス
の
観
測
開
始
か
ら
40
年
の
長
き
に

渡
っ
て
、
施
設
の
管
理
業
務
を
受
託
し
、
シ

ス
テ
ム
不
良
の
際
の
連
絡
等
の
業
務
な
ど
観

測
業
務
に
協
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

須
佐

気象庁長官代理の西澤下関地方気象台長（右）
から和田須佐総合事務所長への感謝状の伝達

　

５
月
８
日
、国
の
名
勝
で
あ
る
長
門
峡
で
、

川
上
中
学
校
の
全
校
生
徒
28
人
が
「
長
門
峡

清
掃
」
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、遊
歩
道
・

駐
車
場
の
ゴ
ミ
拾
い
や
除
草
作
業
、
公
衆
ト

イ
レ
・
観
光
看
板
等
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　
「
長
門
峡
清
掃
」
は
、
川
上
中
学
校
で
40

年
以
上
に
わ
た
り
行
わ
れ
て
い
る
活
動
で
、

平
成
17
年
に
は
、
長
年
の
清
掃
活
動
が
評
価

さ
れ
、
自
然
歩
道
関
係
功
労
者
表
彰
（
環
境

省
自
然
環
境
局
長
表
彰
）
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。

川
上
中
学
校
「
長
門
峡
清
掃
」

川
上

長
州
砲
長
州
砲

◀日本人の美的センス
　がうかがえる雲竜紋
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介護保険課高齢福祉係
（２５・３１３７）
各総合事務所健康福祉課

児童手当

　

在
宅
高
齢
者
等
を
介
護
し
て
い
る
家

族
を
対
象
に
、
市
内
の
登
録
協
力
店
で

介
護
用
品
を
引
き
換
え
る
こ
と
の
で
き

る
利
用
券
を
支
給
し
ま
す
。

　

現
在
、
利
用
券
（
ピ
ン
ク
色
）
を
お

持
ち
の
方
は
、
有
効
期
限
が
６
月
30
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
更
新
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
た
に
利
用
券
の
交
付
を

受
け
た
い
方
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
市
民
税
非
課

税
世
帯
（
介
護
者
、
要
介
護
者
）
に
属

す
る
在
宅
の
要
介
護
１
〜
５
ま
で
の
方

を
介
護
し
て
い
る
家
族

※
介
護
し
て
い
る
家
族
が
市
内
で
別
住

所
の
場
合
は
、
そ
の
世
帯
も
市
民
税
非

課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

■
給
付
額
（
年
額
）

【
要
介
護
１
〜
３
の
方
】

　

３
万
５
０
０
０
円
以
内

【
要
介
護
４
・
５
方
】

　

７
万
５
０
０
０
円
以
内

■
対
象
品
目

紙
お
む
つ
、
尿
と
り
パ
ッ
ト
、
使
い
捨

て
手
袋
、
清
拭
剤
、
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン

プ
ー
、
お
む
つ
カ
バ
ー
等

※
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
貸
与
・
販
売

物
品
（
車
イ
ス
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

等
）
を
除
き
ま
す
。

■
持
参
品

①
現
在
お
持
ち
の
利
用
券（
ピ
ン
ク
色
）

②
印
鑑　

③
介
護
保
険
証

■
申
請
期
限　

６
月
30
日
（
火
）

　

小
学
校
修
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
額
（
月
額
）

【
３
歳
未
満
】
１
万
円

【
３
歳
以
上
】第
１
・
２
子
＝
５
０
０
０
円
、

第
３
子
以
降
＝
１
万
円

■
支
給
月　

６
・
10
・
翌
年
２
月
に
、
前

４
か
月
分
を
支
給

※
児
童
手
当
を
受
給
す
る
に
は
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
が
、
対
象
児
童
を
養
育
し
て

い
る
父
ま
た
は
母（
家
計
の
主
と
な
る
方
）

の
加
入
し
て
い
る
年
金
の
種
類
や
、
税
法

上
の
扶
養
人
数
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

６
月
分
か
ら
来
年
の
５
月
分
ま
で
の
手
当

に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
の
所
得
額
で
判

断
し
ま
す
。

◆
現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方

　

各
家
庭
に
送
付
す
る
「
現
況
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
現
況
届
」
は
、
６
月
１
日
時
点
の
状

況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

給
す
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。提
出
が
な
い
場
合
、

支
給
が
差
し
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
が
６
月
19
日
ま
で
に
届
か
な
い

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
必
要
書
類
等

①
現
況
届

②
次
の
医
療
保
険
制
度
の
加
入
者
は
健
康

保
険
証
の
写
し
（
健
康
保
険
、船
員
保
険
、

全
国
土
木
建
築
国
民
健
康
保
険
組
合
、
私

立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
、
日
本
郵
政
共

済
組
合
、
文
部
科
学
省
共
済
組
合
）

※
そ
の
他
の
医
療
保
険
加
入
者
（
国
民
健

康
保
険
を
除
く
）
は
現
況
届
右
下
の
年
金

加
入
証
明

③
印
鑑

■
提
出
期
限　

６
月
30
日
（
火
）

◆
新
た
に
認
定
請
求
さ
れ
る
方

　

所
得
制
限
の
た
め
、
現
在
児
童
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
で
も
、
新
た
に
受

給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

  

児
童
手
当
は
、
申
請
を
行
っ
た
月
の
翌

月
分
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。
申
請
が

遅
く
な
れ
ば
そ
の
分
の
手
当
が
受
給
で
き

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
必
要
書
類
等

①
子
育
て
支
援
課
、
各
総
合
事
務
所
健
康

福
祉
課
、
支
所
・
出
張
所
備
え
付
け
の
認

定
請
求
書

②
受
給
者
の
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
通
帳
の
写
し

が
必
要
で
す
）

③
印
鑑

④
前
記
「
現
況
届
け
」
の
必
要
書
類
等
の

②
と
同
じ

※
平
成
21
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ

福 祉 の 各 種 手 続 き

現況届は６月30日までに！

家族介護用品
支給事業

６月30日までに
更新申請を！

た
方
は
、
前
住
所
地
で
の
平
成
21
年
度
所

得
証
明
書
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
養
育
し
て
い
る
児
童
が
市
外
に
い
る
場

合
は
、
そ
の
児
童
が
い
る
世
帯
全
員
の
住

民
票
が
必
要
で
す
。

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

子育て支援課
（２５・３５３６）
各総合事務所健康福祉課

申
し
込
み
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現
在
、
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
は
、
有
効
期
間
が
７
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
受
給
者
証
交
付
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
更
新
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
が
６
月
19
日
ま
で
に
届
か
な
い

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
に
所
得
制
限
の
た

め
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
も
、
今
年
度
は

受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
新

規
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
８
月
か
ら
「
母
子
家
庭
医
療
費

助
成
制
度
」
は
「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

助
成
制
度
」
に
変
更
と
な
り
、
父
子
家
庭

の
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
新
た
に
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
必
要
書
類
等

①
送
付
さ
れ
た
受
給
者
証
交
付
申
請
書

※
新
規
に
申
請
さ
れ
る
方
は
、
子
育
て
支

援
課
、
各
総
合
事
務
所
健
康
福
祉
課
、
支

所
・
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
印
鑑

③
保
険
証

※
平
成
21
年
１
月
２
日
以
降
に
萩
市
に
転

入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
で
の
平
成
21

年
度
市
町
村
民
税
所
得
・
課
税
証
明
書
が

必
要
で
す
。

■
申
込
期
限　

６
月
30
日
（
火
）

【
制
度
の
概
要
】

◆
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

■
対
象
者　

小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児

■
助
成
内
容　

医
療
費
の
自
己
負
担
分

（
保
険
対
象
医
療
費
に
限
り
ま
す
）

■
所
得
制
限　

平
成
21
年
度
の
市
民

税
所
得
割
額
（
税
額
控
除
前
）
が
、

13
万
６
７
０
０
円
（
父
母
合
算
）
以
下
の

世
帯

◆
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

■
対
象
者　

①
18
歳
に
達
し
た
年
度
末
ま
で
の
間
に
あ

る
児
童
を
養
育
す
る
母
子
家
庭
の
母
親
ま

た
は
父
子
家
庭
の
父
親
、
お
よ
び
当
該
児

童②
父
母
の
い
な
い
18
歳
に
達
し
た
年
度
末

ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

■
助
成
内
容　

医
療
費
の
自
己
負
担
分

（
保
険
対
象
医
療
費
に
限
る
）

■
所
得
制
限　

平
成
21
年
度
の
市
民
税
所

得
割
額
が
非
課
税
の
世
帯

◆
更
新
時
に
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証（
保
険
証
）を
大
き
い
サ
イ
ズ
に
変

更
し
ま
す

　

山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
現
在
発
行
し
て
い
る
保
険
証
は
、
有

効
期
限
が
７
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
現
行
の
カ
ー
ド

か
ら
介
護
保
険
証
と
同
じ
ビ
ニ
ー
ル
カ

バ
ー
付
き
の
大
き
い
サ
イ
ズ
へ
変
更
と

な
り
、
文
字
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

７
月
中
旬
に
新
し
い
保
険
証
を
簡
易

書
留
で
郵
送
し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

は
、
受
け
取
っ
た
日
か
ら
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、
返
却
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

属
す
る
長
寿
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の

前
年
の
市
民
税
課
税
所
得
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
に
は
自
己
負
担
割
合

（
１
割
ま
た
は
３
割
）
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
課
税
所
得
と
は
、
所
得（
収
入
か
ら
必

要
経
費
等
の
収
入
ご
と
の
法
定
控
除
を

行
っ
た
額
）か
ら
地
方
税
法
上
の
各
種
控

除（
扶
養
控
除
な
ど
）を
差
し
引
い
た
額

で
す
。
平
成
21
年
度
の
市
民
税
の
課
税

所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の
被
保
険
者

お
よ
び
同
一
世
帯
の
被
保
険
者（
現
役
並

み
所
得
者
）は
自
己
負
担
割
合
が
３
割

と
な
り
ま
す
。

※
現
役
並
み
所
得
者
の
う
ち
、
収
入
が

次
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
申
請

に
よ
り
１
割
負
担
に
変
更
で
き
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
７
月
31
日
ま
で
に
申
請

し
た
場
合
８
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま

す
。
申
請
日
に
よ
り
適
用
月
が
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
１
人
の
場

合　

被
保
険
者
の
収
入
が
３
８
３
万
円

未
満
の
方
（
３
８
３
万
円
以
上
の
方
で

も
、
同
じ
世
帯
の
70
歳
〜
74
歳
の
方
の

収
入
も
含
め
た
合
計
額
が
５
２
０
万
円

未
満
で
あ
る
場
合
）

②
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
２
人
以
上

の
場
合　

被
保
険
者
の
収
入
の
合
計
が

５
２
０
万
円
未
満
の
方　

福祉医療費受給者証
６月30日までに更新申請を！

子育て支援課
（２５・３５３６）
各総合事務所健康福祉課

申
し
込
み

（乳幼児用・ひとり親家庭用）

長
寿
医
療
制
度

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）の

被
保
険
者
の
方
へ

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
後
期
高
齢
者
医
療
年

金
係
（
２
５
・
３
２
３
９
）

◆
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

　

毎
年
８
月
１
日
現
在
で
同
一
世
帯
に

（旧）

（新）
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文
化
財
の
放
火
・
盗
難
な

ど
に
ご
注
意
！

　

最
近
、
全
国
各
地
で
文
化
財
な

ど
の
放
火
、
盗
難
が
相
次
い
で
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
近
く
に

あ
る
寺
社
や
古
民
家
、
骨
董
品
な

ど
の
文
化
財
は
、
地
域
で
代
々

守
り
継
が
れ
て
き
た
大
切
な
宝
で

す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
の
防
火
防

犯
体
制
を
改
め
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
不
審
者
を
発
見
し
た

場
合
に
は
警
察
等
に
連
絡
す
る
な

ど
、
み
ん
な
の
目
で
文
化
財
を

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課（

２
５
・
３
２
９
９
）

男
女
共
同
参
画
週
間

　
　
　

６
月
23
日
〜
29
日

　

男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊

重
し
つ
つ
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち

合
い
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
形
成
に
向
け
、「
男
女
共
同
参

画
週
間
」が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
週
間
に
併
せ
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
本
や
情

報
誌
を
紹
介
す
る
関
連
図
書
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　

今
年
は
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
（
若
者

の
間
で
起
こ
る
暴
力
）」
に
つ
い

て
特
集
し
ま
す
。

■
と
き　

６
月
18
日（
木
）〜
７
月

14
日（
火
）

■
と
こ
ろ　

萩
・
須
佐
・
明
木
図

書
館
、
田
万
川
中
学
校
図
書
館

※
各
公
民
館
か
ら
関
連
図
書
を
取

り
寄
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
出
前
講
座
（
随
時
受
付
）

　

地
域
、
サ
ー
ク
ル
、
職
場
な
ど

の
会
合
や
研
修
会
な
ど
へ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

○
萩
市
女
性
相
談
窓
口

　

健
康
、
仕
事
、
結
婚
、
出
産
、

育
児
、
介
護
、
Ｄ
Ｖ
（
事
実
婚

を
含
む
配
偶
者
や
元
配
偶
者
、
恋

人
か
ら
の
身
体
的
、
精
神
的
な
暴

力
）、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
（
性
的
い
や
が
ら
せ
）
な
ど
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。（
月
・

水
・
金
曜
日
は
女
性
相
談
員
が
対

応
し
ま
す
）

相
談
窓
口
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
２
５
・
３
３
６
６
）

※
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
緊
急
用
）

（
０
１
２
０
・
２
３
８
１
２
２
）

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課
男
女
共
同
参
画

推
進
室
（
２
５
・
３
３
７
３
）

夏
季
資
金
（
短
期
運
転
資

金
）
融
資

　

山
口
県
で
は
、
夏
場
の
中
小

企
業
の
資
金
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
今
年
度
は
昨
年
よ
り
低
利
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

■
融
資
対
象　

夏
季
の
増
加
仕
入

資
金
、
諸
決
済
資
金
、
ボ
ー
ナ
ス

支
給
資
金
を
必
要
と
す
る
も
の

■
融
資
限
度
額　

８
０
０
万
円

（
不
況
業
種
１
０
０
０
万
円
、
組

合
４
８
０
０
万
円
）

■
融
資
利
率　

年
1.9
％

■
保
証
料
率　

年
０
・
34
〜
１
・

76
％

■
償
還
期
間　

５
か
月
以
内
（
原

則
と
し
て
一
括
償
還
）

■
保
証
人　

不
要
（
法
人
の
代
表

者
を
除
く
）

■
取
扱
金
融
機
関　

山
口
銀
行
、

西
京
銀
行
、
萩
信
用
金
庫
、
信
用

組
合
広
島
商
銀

■
申
込
期
限　

８
月
31
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ

商
工
課
（
２
５
・
３
１
０
８
）

　
　レ

ジ
袋
辞
退
率 

91
・
６
％

　

４
月
か
ら
県
内
で
レ
ジ
袋
の
有
料

化
が
始
ま
り
、
萩
市
の
４
月
の
レ
ジ

袋
辞
退
率
は
91
・
６
％
、
県
内
13
市

で
一
番
良
い
成
績
で
し
た
。

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

学
習
机
・
い
す　

ベ
ビ
ー
バ
ス　

ペ
ッ
ト
ゲ
ー
ジ　

オ
マ
ル　

ス
チ
ー

ム
ク
リ
ー
ナ
ー　

コ
ン
ビ
ラ
ッ
ク　

羽
子
板　

Ｍ
Ａ
Ｃ
‐
Ｇ
３　

敷
ふ
と

ん　

タ
オ
ル　

洋
布
団　

女
子
用
上

ぐ
つ

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

ベ
ビ
ー
用
バ
ス
チ
ェ
ア　

チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト　

ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ

ル
・
い
す　

こ
た
つ　

ガ
ス
台　

電

子
レ
ン
ジ　

オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー

洗
濯
機　

ポ
ッ
ト 

織
り
機 

カ
ー
ナ

ビ　

子
供
み
こ
し

◆
登
録
は
３
か
月
間
。登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。希
望

者
は
、エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
成
立
し
た
場
合
や
登
録

を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◯
再
生
品
の
販
売

自
転
車
・
タ
ン
ス
・
机
を
抽
選
に
よ

り
販
売
し
ま
す
。
▽
６
月
21
日（
日
）

締
切
：
正
午
、
抽
選
午
後
１
時

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月
第

２
木
曜
日

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）
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寄
付

　

次
の
と
お
り
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◦
萩
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
田

中
孝
蔵
会
長
）
か
ら
萩
循
環

ま
ぁ
ー
る
バ
ス
利
用
者
の
た
め
の

待
合
用
ベ
ン
チ
８
脚

◦
骨
髄
バ
ン
ク
を
支
援
す
る
山
口

の
会
周
南
支
部
（
竹
本
紀
美
子
代

表
）
か
ら
絵
本
38
冊

萩
市
美
術
展
の
作
品

　

10
月
10
日
か
ら
18
日
ま
で
、
市

民
館
で
「
第
５
回
萩
市
美
術
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
今
年
も
、
小
・

中
学
生
の
部
を
設
け
、
広
く
作
品

を
募
集
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
出
品
資
格　

①
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
方

②
市
外
の
勤
務
地
で
あ
っ
て
も
、

生
活
の
本
拠
地
を
市
内
に
置
く
方

③
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど

に
通
う
市
内
出
身
者
で
、
市
内
に

家
族
が
在
住
し
て
い
る
方

④
市
内
の
美
術
団
体
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方

■
出
品
部
門　

○
高
校
生
・
一
般
の
部　

平
面
、

立
体
、
書
、
写
真

○
小
・
中
学
生
の
部　

絵
画
、
書

※
規
格
、
課
題
等
は
要
項
を
参
照

■
出
品
料　

無
料

■
作
品
搬
入
日

○
高
校
生
・
一
般
の
部
＝
10
月
５

日（
月
）
午
前
９
時
〜
午
後
７
時
、

６
日（
火
）
午
前
９
時
〜
正
午

※
小
・
中
学
生
の
部
は
各
学
校
へ

作
品
を
提
出
。
学
校
か
ら
市
へ
９

月
30
日
ま
で
に
提
出

■
申
込
方
法

７
月
15
日
か
ら
９
月
14
日
ま
で

に
、
文
化
・
生
涯
学
習
課
、
各

公
民
館
備
え
付
け
の
出
品
申
込
書

（
ハ
ガ
キ
）を
文
化
・
生
涯
学
習
課
・

各
公
民
館
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
文

化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

地
球
に
い
い
こ
と
は
じ
め

よ
う
（
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ

ブ
）

　

幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
る
、
全
国
組

織
の
環
境
活
動
、
ジ
ュ
ニ
ア
エ
コ

ク
ラ
ブ
（
Ｊ
Ｅ
Ｃ
）
で
す
。

　

自
然
観
察
・
調
査
や
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
、
身
近
に
で
き
る
地
球
に

や
さ
し
い
活
動
を
自
主
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

■
対
象
者　

幼
児
か
ら
高
校
生
ま

で
２
人
以
上
と
、
活
動
を
支
え
る

大
人（
サ
ポ
ー
タ
ー
）で
参
加
で
き

ま
す
。

■
会
員
特
典　

バ
ッ
ジ
、
手
帳
、

Ｊ
Ｅ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス（
年
４
回
発
行
）

な
ど
活
動
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
も
の

を
お
渡
し
し
ま
す
。

■
登
録
・
年
会
費　

無
料

申
し
込
み

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
１
４
６
）

萩
市
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
・
子
育
て
運
動
会

■
と
き  

７
月
３
日（
金
）
午
前  

10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

堀
内
体
育
館

■
内
容　

鈴
割
り
、
パ
ン
食
い
競

走
、
抽
選
会
な
ど

■
対
象
者  

未
就
園
児
と
そ
の
保

護
者

■
主
催  

萩
市

申
し
込
み

６
月
26
日
ま
で
に
、 

萩
市
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
（
２
５
・
４
４
８

８
）
へ

補助制度 補助対象 補助率 補助
限度額

補助
戸数

木造住宅の
耐震診断 昭和56年５月31日以前に着

工された１戸建てで、３階
以下のもの

費用の
２/３
以内

４万円 50戸

木造住宅の
耐震改修 60 万円 ３戸

建築物の
耐震診断

昭和56年５月31日以前に着
工されたもので、次のいず
れかに該当するもの
○幼稚園、保育所で２階以
　上、床面積が合計 500㎡
　以上のもの
○病院、診療所で３階以上、
　床面積が合計 1,000㎡以
　上のもの
○緊急輸送道路沿いに建つ
　建築物で地震時に道路を
　ふさぐ恐れのあるもので
　指定されたものなど

200万円 数棟

■補助制度の概要
　

近
年
、
大
規
模
な
地
震
が
各
地

で
発
生
し
て
お
り
、
人
命
や
家
屋

な
ど
の
財
産
に
大
き
な
被
害
を
出

し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、「
絶

対
に
地
震
が
起
き
な
い
場
所
」
は

な
い
と
い
え
ま
す
。

　

市
で
は
、
既
存
建
物
の
地
震
に

対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
り
、

地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
木
造
住
宅
等
の
「
耐

震
診
断
」、「
耐
震
改
修
」
を
行
う

方
に
６
月
か
ら
補
助
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

建
築
課
指
導
係（

２
５
・
３
６
９
３
）

【
例
】
１
３
０
㎡
程
度
の
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
で
は
、
６
万
円
程

度
の
費
用
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
（
う
ち
４
万
円
を
補
助
し
ま

す
）。
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市
で
は
、
自
然
・
文
化
・
歴

史
と
調
和
し
、
潤
い
の
あ
る
景
観

形
成
に
寄
与
す
る
建
築
物
や
ま
ち

な
み
等
を
募
集
し
、「
萩
景
観
賞
」

と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

■
対
象　

○
戸
建
住
宅
、
集
合
住
宅
、
店
舗
、

事
務
所
、
工
場
等
の
建
築
物　

○
門
、
塀
、
看
板
等
の
工
作
物　

○
複
数
の
建
築
物
で
構
成
さ
れ
て

い
る
ま
ち
な
み
、
ま
ち
か
ど

※
指
定
文
化
財
、伝
統
的
建
造
物
、

景
観
重
要
建
造
物
等
に
指
定
さ
れ

て
い
る
建
築
物
等
や
史
跡
、
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
、
重
点
景

観
計
画
区
域
等
に
指
定
さ
れ
て
い

る
ま
ち
な
み
は
、
対
象
外
で
す
。

■
景
観
形
成
部
門

○
周
囲
の
景
観
と
調
和
し
、
萩
ら

し
い
景
観
の
形
成
に
寄
与
し
て
い

る
も
の

○
萩
の
景
観
を
魅
力
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
、
所
有
者
・
設
計
者
の

工
夫
と
努
力
が
み
ら
れ
る
も
の

○
今
後
、
萩
の
景
観
形
成
の
規
範

と
な
り
、
長
く
市
民
に
親
し
ま
れ

る
と
思
わ
れ
る
も
の

■
歴
史
景
観
部
門

○
意
匠
・
形
態
が
萩
の
歴
史
・
文

化
を
表
現
し
、
萩
ら
し
い
歴
史
景

観
の
保
全
に
寄
与
し
て
い
る
も
の

○
萩
の
歴
史
景
観
を
守
り
続
け
て

い
く
に
あ
た
り
、
所
有
者
の
愛
情

と
努
力
が
み
ら
れ
る
も
の

○
長
年
に
わ
た
り
萩
の
歴
史
景
観

を
構
成
し
、
長
く
市
民
に
親
し
ま

れ
て
き
た
も
の

■
募
集
期
間　

６
月
15
日（
月
）〜

７
月
３
日
（
金
）

■
応
募
方
法　

都
市
計
画
課
ま
た

は
各
総
合
事
務
所
施
設
課
備
え
付

け
の
応
募
票
ま
た
は
任
意
の
用
紙

に
候
補
物
件
の
名
称
、
所
在
地
、

部
門
、
応
募
（
推
薦
）
理
由
、
応

募
者
（
推
薦
者
）
の
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
持
参
、

郵
送
、
メ
ー
ル

※
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
応

募
票
は
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
審
査　

市
民
投
票
と
景
観
審
議

会
に
お
い
て
審
査
。
８
月
に
候
補

物
件
の
写
真
を
展
示
し
、
投
票
を

受
け
付
け
ま
す
。

■
表
彰　

10
月
（
予
定
）

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市

都
市
計
画
課
（
２
５
・
３
６
４
７
、

tosikei@
city.hagi.lg.jp

）、
各

総
合
事
務
所
施
設
課

萩
公
共
サ
ー
ビ
ス
㈱
社
員

■
募
集
職
種　

経
理
事
務

■
募
集
人
員　

１
人

■
勤
務
場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分

■
応
募
資
格　

簿
記
１
級
、
エ
ク

セ
ル
を
使
用
で
き
る
方

■
給
与　

月
額
13
万
円
程
度
（
経

験
、
資
格
に
よ
り
決
定
）

■
選
考
方
法　

一
次
：
書
類
審
査
、

二
次
：
面
接
（
面
接
日
時
は
後
日

連
絡
、
場
所
は
サ
ン
ラ
イ
フ
萩
）

■
採
用
予
定
日　

８
月
１
日

■
応
募
方
法　

６
月
30
日
ま
で

に
、市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
郵
送
ま
た
は
持
参

申
し
込
み　

〒
７
５
８
‐
０
０
２
５　

萩
市
土

原
５
２
６　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
内
萩

公
共
サ
ー
ビ
ス
㈱（
２
６
・
１
３
３

３
）

萩
夏
ま
つ
り

○
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
（
萩
・
日
本

海
大
花
火
大
会
）

　

結
婚
祝
、
長
寿
祝
な
ど
の
記
念

に
あ
な
た
の
花
火
を
打
ち
上
げ
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

８
月
１
日
（
土
）

■
内
容　

５
口
で
尺
玉
花
火
を
１

発
打
ち
上
げ
（
１
口
１
万
円
、
先

着
15
人
）

■
申
込
期
限　

７
月
10
日
（
金
）

○
市
民
総
踊
り
参
加
者

■
と
き　

８
月
２
日
（
日
）

○
市
民
総
踊
り
ヨ
イ
シ
ョ
コ
シ
ョ

パ
レ
ー
ド　

午
後
７
時
20
分
〜
８

時
（
予
定
）

○
ト
コ
ト
ン
ヤ
レ
節　

午
後
８
時

10
分
〜
８
時
50
分
（
予
定
）

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
４
１
萩
市

江
向
４
５
７　

萩
商
工
会
議

所
内
萩
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
２
５
・
３
３
３
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
５
・
３
４
３
６
、hagi-cci@

haginet.ne.jp

）

図
書
館
ラ
イ
ブ

　
「
琴
で
聴
く 

あ
の
歌
！
」

■
と
き　

７
月
12
日（
日
）
午
後

２
時
〜
２
時
45
分

■
と
こ
ろ　

須
佐
図
書
館

■
内
容　

コ
ブ
ク
ロ
「
蕾
」「
桜
」、

「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」
な
ど
の
琴

の
生
演
奏

■
奏
者　

港
史ふ
み
え恵

（
生
い
く
た
り
ゅ
う

田
流
京
都

當と
う
ど
う
か
い

道
会
箏
三さ
ん
げ
ん絃

師
範
）

■
対
象
者　

小
学
生
以
上

■
定
員　

30
人

主
催
・
申
し
込
み

７
月
10
日
ま
で
に
、
須
佐
図
書

館（
０
８
３
８
７
・
６
・
５
５
０
０
）

へ夏
休
み
子
ど
も

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ

　

大
自
然
の
中
で
子
ど
も
た
ち
だ

け
の
キ
ャ
ン
プ
体
験
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
と
き　

７
月
18
日（
土
）〜
20
日

（
月
・
祝
）
１
泊
２
日
ま
た
は
２

泊
３
日

■
と
こ
ろ　

萩
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

パ
ー
ク
・
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

■
内
容

【
１
泊
２
日
コ
ー
ス
】
ア
ウ
ト
ド

ア
ク
ッ
キ
ン
グ（
夏
野
菜
カ
レ
ー
・

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
）、
マ
マ

ち
ゃ
り
耐
久
レ
ー
ス
に
参
戦
、
木

工
教
室
、
川
遊
び
、
魚
釣
り

【
２
泊
３
日
コ
ー
ス
】
引
き
続
き

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
き
も
だ
め
し
、

里
山
体
験
（
昆
虫
採
集
・
田
舎
遊

び
）、
萩
ガ
ラ
ス
工
房
で
ガ
ラ
ス

ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り
体
験

■
対
象
者　

小
学
４
〜
６
年
生

■
参
加
料　

１
泊
２
日
コ
ー
ス
＝

８
０
０
０
円
、
２
泊
３
日
コ
ー
ス

　

萩
景
観
賞
の
候
補

　

募
集
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＝
１
万
６
０
０
０
円

■
最
低
実
施
人
数　

１
泊
２
日

コ
ー
ス
20
人
、
２
泊
３
日
コ
ー
ス

15
人主

催
・
申
し
込
み

７
月
10
日
ま
で
に
、
萩
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
パ
ー
ク
・
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
（
５
６
・
０
３
９
０
）
へ

親
子
で
作
る
お
や
つ

■
と
き　

７
月
11
日（
土
）
午
前

９
時
30
分
〜
正
午　

■
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

■
内
容　

コ
ン
コ
ン
ブ
ル
（
ビ
ス

ケ
ッ
ト
の
一
種
）、
ラ
イ
ス
お
焼

き
、
白
玉
入
り
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ

■
対
象
者　

幼
児
・
小
学
生
と
そ

の
保
護
者

■
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

■
参
加
料　

５
０
０
円
（
１
人
）

主
催
・
申
し
込
み

７
月
１
日
ま
で
に
、
萩
友
の
会

（
２
２
・
５
６
９
６
）
山
田
へ

交
通
安
全
の
標
語

■
応
募
資
格　

萩
交
通
安
全
協
会

（
萩
警
察
署
）
管
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
す
る
方

■
応
募
作
品　

一
人
１
点

■
表
彰　

金
賞（
１
点
）、銀
賞（
２

点
）、
銅
賞
（
若
干
）。
各
賞
に
賞

状
お
よ
び
賞
金
、
児
童
生
徒
は
図

書
券

■
応
募
方
法　

６
月
30
日（
必
着
）

ま
で
に
、
萩
警
察
署
内
萩
交
通
安

全
協
会
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
ま

た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
児
童
生
徒
は
学
校
名
と

学
年
を
記
入
の
う
え
郵
送

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
２
５
萩
市
土
原

４
７
６
番
地
１　

萩
警
察
署
内
萩

交
通
安
全
協
会
「
交
通
安
全
標
語

募
集
」
係
（
２
２
・
５
２
３
２
）

地
震
火
山
こ
ど
も
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
参
加
者

　

火
山
や
地
震
の
第
一
線
の
研
究

者
と
一
緒
に
、
ゲ
ー
ム
形
式
を
交

え
た
野
外
観
察
や
実
験
を
通
し
て

学
び
ま
す
。

■
と
き　

８
月
８
日（
土
）
午
前

９
時
〜
９
日（
日
）
午
後
５
時（
１

泊
２
日
）

■
と
こ
ろ　

笠
山
、
萩
ガ
ラ
ス
工

房
、
萩
博
物
館
ほ
か

■
内
容　

火
山
や
地
震
の
し
く

み
、
火
山
と
人
の
暮
ら
し
、
観
光

と
自
然
災
害
に
つ
い
て

■
宿
泊
先　

萩
観
光
ホ
テ
ル

■
対
象
者　

小
学
校
５
年
生
〜
高

校
生
（
全
行
程
、
保
護
者
の
同
伴

な
し
に
参
加
で
き
る
方
）

■
参
加
料　

３
０
０
０
円
（
宿
泊

費
、
飲
み
物
代
、
保
険
代
を
含
む
）

※
当
日
の
受
付
時
に
集
め
ま
す
。

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

７
月
17
日
ま
で

に
、
市
民
館
備
え
付
け
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
往
復
ハ
ガ
キ
で
郵
送

http://sakuya.ed.shizuoka.
ac.jp/kodom

oss/

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市 

文
化
・
生
涯
学
習
課
内
地
震
火
山

子
ど
も
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
実
行
委

員
会
（
２
６
・
５
６
３
６
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
２
５
・
３
１
４
９
）

萩
博
物
館

　
　

天
体
観
望
室
の
公
開

　

天
体
観
望
室
の
公
開
を
７
月
か

ら
再
開
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
４
日（
土
）か
ら
毎

週
土
曜
日　

昼
の
部　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

夜
の
部　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

■
内
容　

観
望
室
の
見
学
・
望
遠

鏡
の
説
明
。
晴
天
の
昼
は
太
陽
、

夜
は
星
空
の
観
望
、
曇
天
・
雨
天

の
際
は
、
天
体
の
話
を
し
ま
す
。

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
）

期　日 場 　所 氏　名 内　容 時　間

通
常
セ
ミ
ナ
ー

7月3日（金）

中央公民館

森田榮介
（エイジレスライフ実践者） 私を支えた美と骨董 19：30〜21：15

7月10日（金） 高橋隆
たかのり

宣
（江崎・教専寺住職・木版画家）

木版画を創ろう 19：30〜21：00

7月17日（金） 中村成
な る み

美（助産師） チェアー・エクササイズ 19：30〜21：00

7月24日（金） 宇
う じ た と も じ

治田友二（川上・陶芸家）
オトーサンの子育て記

〜主夫の目から〜 19：30〜21：00

7月31日（金） 山中　修（NPO法人PFI代表） 都市計画 19：30〜21：00

移
動
セ
ミ
ナ
ー

7月10日（金）福栄農業担い手
育成センター　 美

み ば ら

原愛子（健康運動指導士） 自分の体、自分で守り抜く 18：30〜20：00

7月10日（金）見島総合センター 松田俊男（明木・税理士） 石笛と私 19：30〜21：00

7月11日（土）萩市保健センター 平山英
え い こ

子（ヨーガ講師） 体験・ヨーガ教室 10：00〜11：30

7月24日（金） 川上公民館 山中　修（NPO法人PFI代表）地域通貨について（その４）19：30〜21：00

7月24日（金） 大井公民館 大田剛
た か し

志
（高俣・むつみ写真工房山口）

神楽舞の四方山話 19：30〜21：00

市民の手づくりによる人づくり・まちづくりを目指して
６月から 10 月まで開催します。
　主催・問い合わせ　文化・生涯学習課（２６・５６３６）
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人
権
教
育
指
導
者

　
　
　
　
　
　

養
成
講
座

（
ふ
れ
あ
い
、
い
き
が
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
講
座
）

■
と
き　

７
月
29
日（
水
）、
８
月

５
日（
水
）、
８
月
17
日（
月
）、
８

月
26
日（
水
）（
全
４
回
）午
後
２
時

〜
４
時
30
分

※
全
日
程
参
加
で
き
な
い
方
も
受

講
で
き
ま
す
。

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

人
権
教
育
を
よ
り
効
果

的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
個
別
の

人
権
課
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解

と
認
識
を
深
め
る
た
め
の
講
話
や

体
験
的
参
加
型
研
修
の
進
め
方
な

ど
を
学
習

■
定
員　

50
人
程
度

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
通
訳
が

必
要
な
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

主
催
・
申
し
込
み

７
月
10
日
ま
で
に
、
福
祉
課
人
権

推
進
室
（
２
５
・
３
１
３
１
内
線

２
８
４
）
へ

社
会
的
ひ
き
こ
も
り
で
お

悩
み
の
方
へ

　

長
期
に
わ
た
り
自
宅
に
こ
も

り
、
家
族
以
外
の
親
密
な
対
人
関

係
が
築
け
な
い
と
い
っ
た
「
社
会

的
ひ
き
こ
も
り
」
に
お
悩
み
の
家

族
を
対
象
に
、
正
し
い
理
解
と
よ

り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
や
社
会
資
源
を
学
び
、
家
族

の
不
安
を
軽
く
す
る
た
め
の
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
10
日（
金
）〜
２
月

12
日（
金
）の
毎
月
第
２
金
曜
日

（
全
８
回
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー申

し
込
み

７
月
３
日
ま
で
に
、
萩
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
２
６
・
２
６
６
３
）

へ萩
メ
ダ
カ
の
学
校

　

地
域
住
民
の
専
門
的
な
知
識
・

技
能
を
活
用
し
、
楽
し
く
物
を

作
っ
た
り
、
交
流
し
た
り
し
な
が

ら
、
学
ぶ
楽
し
さ
を
発
見
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
放
課
後
子
ど
も
教

室
の
夏
休
み
特
別
企
画
と
し
て
開

催
し
ま
す
。

①
多
色
刷
り
木
版
画
教
室

■
と
き　

７
月
27
日（
月
）〜
30
日

（
木
）（
全
４
回
）午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
対
象
者　

小
学
４
〜
６
年
生

■
指
導
者　

高
橋
隆た
か
の
り
宣
（
木
版
画

家
）

■
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

②
科
学
を
楽
し
も
う
２
０
０
９

■
と
き　

７
月
29
日（
水
）、
８
月

27
日（
木
）午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館

■
内
容　
「
化
石
を
み
つ
け
よ

う
」、「
人
工
イ
ク
ラ
を
つ
く
ろ
う
」

ほ
か

■
指
導
者　

松
田
光こ
う
い
ち

一
（
サ
イ
エ

ン
ス
レ
ン
ジ
ャ
ー
）

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

③
英
語
で
あ
そ
ぼ

■
と
き　

８
月
24
日（
月
）〜
28
日

（
金
）（
27
日
を
除
く
全
４
回
）午
前

10
時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

英
語
に
親
し
む
た
め
、

外
国
人
の
先
生
と
楽
し
く
交
流
し

ま
す
。

■
指
導
者　

シ
ャ
キ
ー
ル
・
マ
ワ

ニ
、
フ
ェ
リ
シ
テ
ィ
・
ボ
イ
ド
ほ

か
（
教
育
委
員
会
外
国
語
指
導
助

手
）

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

主
催
・
申
し
込
み

７
月
17
日
ま
で
に
、
文
化
・
生
涯

学
習
課
（
２
６
・
５
６
３
６
）
へ

ニ
ュ
ー
モ
ラ
ル
講
演
会

■
と
き　

６
月
21
日（
日
）
午
後

１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
演
題　
「
子
育
て
、
親
育
て
、

自
分
育
て
〜
家
族
・
家
庭
っ
て
な

に
？
〜
」

■
講
師　

田
中
総そ
う
じ司
（
モ
ラ
ロ

ジ
ー
研
究
所
道
徳
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
（
２
２
・

６
７
１
８
）
前
川

と　き テーマ 講　師

7月４日（土）緊急への応急処置を知ろう
〜成人看護学の視点から〜

田中周平（看護栄
養学部講師）

７月11日（土）自分に合った　
運動をしようⅠ

眞
またけあきひろ

竹昭宏（看護栄
養学部教授）

７月18日（土）地域の元気は一人ひとりの
生活の自立から

草平武志（社会福
祉学部教授）

７月25日（土）自分に合った
運動をしようⅡ

眞竹昭宏（看護栄
養学部教授）

８月１日（土）生活習慣を振り返る〜睡眠に
ついて考えてみよう！〜

吉村眞理（看護栄
養学部准教授）

〜
健
康
づ
く
り
〜

　

今
年
度
の
サ
テ
ラ
イ
ト
カ
レ
ッ

ジ
は
、「
健
康
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
講
義
、
実
技
を
通
し
て
学
び

ま
す
。
全
講
座
受
講
者
に
は
、
修

了
証
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

■
と
き　

７
月
４
日
〜
８
月
１
日

の
毎
週
土
曜
日
（
全
５
回
）
午
前

10
時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
受
講
料　

１
５
０
０
円
（
資
料

代
を
含
む
）

※
初
回
の
受
講
時
に
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

■
定
員　

40
人

■
申
込
方
法　

６
月
25
日
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
任
意
の
用
紙

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、
文
化
・
生
涯
学
習
課

へ
郵
送
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

■
主
催　

山
口
県
立
大
学

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
文

化
・
生
涯
学
習
課
（
２
６
・
５
６
３

６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
・
３
１
４
９
）

山
口
県
立
大
学

萩
サ
テ
ラ
イ
ト
カ
レ
ッ
ジ
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ざ
る
豆
腐
づ
く
り

■
と
き　

７
月
15
日（
水
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

萩
産
大
豆
を
使
っ
た
ざ

る
豆
腐
、
夏
み
か
ん
寿
司
づ
く
り

■
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
参
加
料　

１
０
０
０
円
（
材
料

代
）

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
主
催　

萩
地
域
生
活
改
善
実
行

グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
ル
ー
ラ
ル

ガ
イ
ド

申
し
込
み

７
月
８
日
ま
で
に
、
農
政
課

（
２
５
・
４
１
９
１
）
へ

放
送
大
学
10
月
入
学
生

　

放
送
大
学
は
、
自
宅
に
居
な
が

ら
テ
レ
ビ
で
学
べ
る
通
信
制
の
大

学
で
す
。
学
び
た
い
科
目
を
１
科

目
か
ら
履
修
で
き
、
各
種
資
格
取

得
の
た
め
の
科
目
も
あ
り
ま
す
。

　

萩
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
ア
ナ
ロ
グ
12 

ch
・
デ
ジ
タ
ル

７
０
９
ch
）
で
授
業
を
放
送
し
て

い
ま
す
。

■
募
集
内
容

【
教
養
学
部
】
全
科
履
修
生
（
学

士
取
得
）、
選
科
履
修
生
（
１
年

間
在
学
）、
科
目
履
修
生
（
半
年

間
在
学
）

【
大
学
院
】
修
士
選
科
生
（
１
年

間
在
学
）、
修
士
科
目
生
（
半
年

間
在
学
）

■
出
願
受
付
期
間　

６
月
15
日

（
月
）〜
８
月
31
日（
月
）（
大
学
本

部
必
着
）

■
資
料
請
求　

無
料

申
し
込
み

〒
７
５
６
‐
０
８
８
４　

山
陽
小

野
田
市
大
学
通
１
‐
１
‐
１

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
６
・
８
８
・
３
０
２
０
）

狩
猟
免
許
試
験
、
狩
猟
免

許
更
新

①
狩
猟
免
許
試
験

■
と
き　

８
月
２
日（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

山
口
県
総
合
保
健
会

館
（
山
口
市
）

※
試
験
日
の
前
日
に
、
同
会
場

で
、
狩
猟
者
講
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

■
手
数
料　

新
規
＝
５
２
０
０

円
、
既
に
免
許
を
所
持
し
さ

ら
に
他
免
許
を
受
験
す
る
方
＝

３
９
０
０
円

②
狩
猟
免
許
更
新
に
係
る
適
正
検

査
、
講
習
会

■
と
き
・
と
こ
ろ
【
第
１
回
】
６

月
30
日
（
火
）
サ
ン
ラ
イ
フ
萩
、

【
第
２
回
】
７
月
１
日
（
水
）
須

佐
公
民
館
、【
第
３
回
】
７
月
７

日
（
火
）
福
栄
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

※
開
始
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後

０
時
30
分

■
手
数
料　

２
８
０
０
円

■
申
込
方
法　

試
験
、
免
許
更
新

と
も
、実
施
日
の
７
日
前
ま
で
に
、

萩
農
林
事
務
所
森
林
部
備
え
付
け

の
申
請
書
を
提
出

申
し
込
み

萩
農
林
事
務
所
森
林
部

　
　
　
　
　
（
２
２
・
３
３
６
６
）

給
水
装
置
工
事

　
　
　

主
任
技
術
者
試
験

■
と
き　

10
月
25
日
（
日
）　　

■
と
こ
ろ　

広
島
市
・
福
岡
市
ほ

か■
受
験
資
格　

給
水
装
置
工
事
に

関
し
て
３
年
以
上
の
実
務
経
験
者

■
受
験
料　

１
万
６
８
０
０
円

■
願
書
請
求
方
法　

７
月
３
日
ま

で
に
、
〒
１
０
３
‐
０
０
１
５
東

京
都
中
央
区
日
本
橋
箱
崎
町
４
‐

７
日
本
橋
安
藤
ビ
ル　

給
水
工

事
技
術
振
興
財
団
国
家
試
験
課

（
０
３
・
５
６
９
５
・
２
５
１
１
）

へ

■
願
書
受
付
期
限　

７
月
10
日

（
金
）問

い
合
わ
せ

水
道
工
務
課
（
２
５
・
２
３
９
８
）

　

学
部
学
科
説
明
、
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
、
体
験
授
業
、
個
別
進
路

相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
体
験
授
業
（
５
領
域
）

　

福
祉
環
境
デ
ザ
イ
ン
、
健
康
ス

ポ
ー
ツ
、
福
祉
心
理
、
子
ど
も
生

活
学
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
化
で
実
施
し

ま
す
。

■
と
き　

６
月
20
日（
土
）、
７
月

18
日（
土
）、
８
月
29
日（
土
）
午

前
11
時
〜
午
後
２
時
（
受
付
午
前

10
時
30
分
〜
）

■
と
こ
ろ　

山
口
福
祉
文
化
大
学

※
当
日
は
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。（
市
役
所
〜
大
学
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
開
講
日
に
直
接
参
加
さ
れ
る
方

も
受
け
付
け
ま
す
。

○
寮
宿
泊
体
験

　

大
学
内
の
学
生
寮
に
宿
泊
し
、

１
日
大
学
生
を
体
験
し
よ
う
！

■
申
込
方
法　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
日
程
よ
り
１
週
間
前
ま
で
に

予
約
が
必
要
で
す
。

主
催
・
申
し
込
み

山
口
福
祉
文
化
大
学
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
係（
２
４
・
４
０
０
０

http://w
w

w
.hagi.ac.jp/

）

行
き

市役所 玉江駅 萩駅 アトラス萩
（ミスタードーナツ前）東萩駅 松陰

神社 大学

9:40 9:50 10:00 10:10 10:15 10:20 10:30

帰
り

大学 松陰
神社 東萩駅 アトラス萩

（ミスタードーナツ前） 萩駅 玉江駅 市役所

14:10 14:20 14:25 14:30 14:40 14:50 15:00

【無料送迎バスの時刻表】

山
口
福
祉
文
化
大
学　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
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「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」
電
話
相
談
日

　
「
い
じ
め
」
な
ど
子
ど
も
の
人

権
問
題
に
関
し
て
、
だ
れ
に
も
言

え
ず
に
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
。
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
あ
な

た
の
気
持
ち
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ

と
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
き　

６
月
28
日（
日
）〜
７
月

４
日（
土
）
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
７
時

※
土
・
日
曜
日
は
、
午
前
10
時
〜

午
後
５
時

■
相
談
電
話
番
号

０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

■
相
談
員　

法
務
局
職
員
ま
た
は

人
権
擁
護
委
員
（
子
ど
も
の
人
権

専
門
委
員
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

山
口
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
０
８
３
・
９
２
２
・
２
２
９
５
）

交
通
事
故
の
相
談
所

　

〜
悩
む
よ
り
先
ず
相
談
を
〜

　

交
通
事
故
被
害
者
や
加
害
者
の

損
害
賠
償
交
渉
を
迅
速
に
解
決
す

る
た
め
の
、
指
導
、
助
言
を
行
っ

て
い
ま
す
。
電
話
で
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

■
と
き　

毎
週
月
・
火
・
木
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

■
と
こ
ろ　

萩
警
察
署
内
萩
ブ

ロ
ッ
ク
交
通
事
故
等
相
談
所

■
内
容　

賠
償
問
題（
休
業
補
償
、

慰
謝
料
、
逸
失
利
益
等
）、
保
険

の
補
償
と
請
求
、
過
失
割
合
、
示

談
、
調
停
、
裁
判
な
ど

■
相
談
員　

交
通
事
故
相
談
員

主
催
・
申
し
込
み

萩
警
察
署
内
萩
ブ
ロ
ッ
ク
交
通
事

故
等
相
談
所
（
２
２
・
５
２
３
２
）

市
営
プ
ー
ル
開
放

　

２
つ
の
市
営
プ
ー
ル
を
、
開
放

し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
土
原
プ
ー
ル

■
と
き　

７
月
１
日（
水
）〜
８
月

31
日（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後
５

時■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
横

（
土
原
）

■
対
象
者　

小
学
生
以
上
（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
ま
た
は
引
率
者

同
伴
の
こ
と
）

■
使
用
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

萩
公
共
サ
ー
ビ
ス
㈱（
２
６
・
１
３

３
３
）

○
む
つ
み
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

■
と
き　

６
月
20
日（
土
）〜
８
月

31
日（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後
６

時（
月
曜
日
、
祝
日
は
休
み
）

※
７
月
17
日（
金
）ま
で
は
土
・
日

曜
日
の
み
開
放
し
ま
す
。

■
と
こ
ろ　

む
つ
み
Ｂ
＆
Ｇ
体
育

館
横
（
吉
部
上
）

■
対
象
者　

小
学
生
以
上
（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
ま
た
は
引
率
者

同
伴
の
こ
と
）

■
使
用
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

む
つ
み
総
合
事
務
所
地
域
振
興
課

（
０
８
３
８
８
・
６
・
０
２
１
１
）

著
者
が
語
る
講
演
会
＆

　

ミ
ニ
写
真
展 
パ
ー
ト
１

○
瀬
戸
正
夫
写
真
展

　

瀬
戸
氏
は
朝
日
新
聞
ア
ジ
ア
総

局
顧
問
を
務
め
る
バ
ン
コ
ク
在
住

の
カ
メ
ラ
マ
ン
で
あ
り
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
で
す
。

■
と
き　

６
月
16
日（
火
）〜
７
月

５
日（
日
）

■
と
こ
ろ　

明
木
図
書
館

■
内
容　

図
書
館
に
集
う
タ
イ
の

子
ど
も
た
ち
等
30
点

○
瀬
戸
正
夫
講
演
会

　

宇
部
市
出
身
の
戦
場
カ
メ
ラ
マ

ン
で
、
イ
ラ
ク
戦
争
取
材
中
に
命

を
落
と
し
た
故
橋
田
信
介
さ
ん
と

の
思
い
出
や
「
波
乱
万
丈
」
の
人

生
を
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
話
で
語
り

ま
す
。

■
と
き　

６
月
20
日（
土
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

明
木
図
書
館

■
演
題　
「
瀬
戸
正
夫
の
人
生
」

■
対
象
者　

小
学
生
高
学
年
以
上

主
催
・
問
い
合
わ
せ

明
木
図
書
館
（
５
５
・
０
３
１
４
）

本
田
哲
也　

原
画
展

〜
ず
っ
と
ず
っ
と
そ
ば
に
い
る
よ
〜

■
と
き　

６
月
20
日（
土
）〜
28
日

（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５

時　■
と
こ
ろ　

萩
図
書
館

■
内
容　

絵
本
「
ず
っ
と
ず
っ
と

そ
ば
に
い
る
よ
」
文
＝
山
本
安
彦

氏
（
県
立
図
書
館
職
員
）、
絵
＝

本
田
哲
也
氏
（
絵
本
作
家
）
の
原

画
の
展
示

「
マ
ン
タ
の
海
流
大
冒
険　

～
ま
ぼ
ろ
し
の
海
神
王
国

を
め
ざ
し
て
～
」 夏

期
特
別
展

萩
博
物
館

　

萩
に
は
、世
界
最
強
の
海
流
「
黒

潮
」の
枝
分
か
れ
・
対
馬
暖
流
が
流

れ
て
き
ま
す
。
そ
の
海
流
の
中
で
、

魚
や
貝
た
ち
は
ど
ん
な
ド
ラ
マ
を

く
り
広
げ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

　

巨
大
エ
イ
「
マ
ン
タ
」
と
共

に
「
海
神
（
ポ
セ
イ
ド
ン
）
王
国
」

を
目
指
し
つ
つ
、
１
５
０
０
種
・

３
０
０
０
点
も
の
海
の
生
き
も
の

た
ち
の
標
本
や
写
真
に
対
面
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
関
連
イ
ベ
ン
ト

盛
り
だ
く
さ
ん
、
参
加
型
の
展
覧

会
で
す
。

■
と
き　

７
月
４
日（
土
）〜
８
月

31
日（
月
）

■
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、高
・

大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
）
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主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
図
書
館
（
２
５
・
６
３
５
５
）

舞
台
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
小
公
演
「
ト
ム
の
サ
ー

カ
ス
・
シ
ョ
ウ
」

■
と
き　

６
月
20
日（
土
）
午
後

６
時
30
分
〜
７
時
30
分

■
と
こ
ろ　

旭
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
（
あ
さ
ひ
保
育
園
横
）

■
入
場
料　

６
０
０
円
（
前
売
り

券
５
０
０
円
）

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

旭
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

主
催
・
問
い
合
わ
せ

明
木
母
親
ク
ラ
ブ
「
さ
く
ら
ん
ぼ

の
会
」（
５
５
・
０
０
３
８
）
大
玉

須
佐
地
域

　
　
　

生
涯
学
習
発
表
会

■
と
き 

６
月
20
日（
土
）〜
22
日

（
月
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
22
日
は
正
午
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

須
佐
公
民
館
、
須
佐

文
化
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

◦
文
化
作
品
展
示（
20
日
〜
22
日
）

◦
ス
テ
ー
ジ
発
表
（
21
日
午
前
９

時
〜
午
後
０
時
30
分
）

◦
特
別
講
演
会
（
21
日
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
）

▽
演
題　
「
マ
ス
オ
の
家
庭
教
育

考
〜
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
は
幸
福
み

つ
け
の
達
人
ぞ
ろ
い
〜
」

▽
講
師　

増
岡
弘
（
声
優
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

須
佐
公
民
館

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
３
１
０
）

　
陸
上
自
衛
隊
中
部
方
面
音

楽
隊
と
市
民
の
夕
べ

　

萩
市
自
衛
隊
協
力
会
の
６
周
年

記
念
事
業
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

中
部
方
面
団（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

約
40
人
の
吹
奏
楽
団
に
よ
る
迫
力

の
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

７
月
１
日（
水
）
午
後

６
時
〜
８
時（
開
場
５
時
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
演
奏
曲　

大
河
ド
ラ
マ「
天
地

人
」テ
ー
マ
、童
謡
、ア
ニ
メ
な
ど

■
入
場
料　

無
料
（
入
場
整
理
券

が
必
要
）

■
整
理
券
配
布
開
始
日　

６
月
18

日（
木
）
午
前
８
時
30
分
〜

■
整
理
券
配
布
場
所　

市
役
所
本

庁
案
内
係
、
各
総
合
事
務
所
地
域

振
興
課
（
一
人
３
枚
程
度
ま
で
）

■
主
催　

萩
市
自
衛
隊
協
力
会

問
い
合
わ
せ

広
報
課
（
２
５
・
３
１
７
８
）　

萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
祭
り

　

萩
の
ブ
ラ
ン
ド
魚
「
瀬
つ
き
あ

じ
」
が
主
役
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
と
き　

７
月
５
日（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

山
口
県
漁
協
萩
地
方

卸
売
市
場
、道
の
駅「
萩
し
ー
ま
ー

と
」

■
内
容　

○
瀬
つ
き
あ
じ
の
水
揚
即
売
、
加

工
品
即
売
、
あ
じ
の
引
っ
掛
け
獲

り（
小
学
生
以
下
対
象
の
ゲ
ー
ム
）

○
一
夜
干
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
先
着

50
人
）、
握
り
寿
司
無
料
試
食

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

〜6/19
〜6/26

6/13〜7/3
6/20〜7/17

6/27〜
7/4〜

7/15〜

●ドロップ
●レッドクリフPART2
●おくりびと
●名探偵コナン漆黒の追跡者
●天使と悪魔
●余命１ヶ月の花嫁 （予定）
●ハリーポッターと謎のプリンス（吹替え版）

★火曜日休館 ☎２６・６７０５
ツイン・シネマ 上映案内

（
５
０
０
カ
ン
限
定
）、
一
夜
干
無

料
試
食
（
先
着
３
０
０
人
）
な
ど

■
主
催　

萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
祭
り

実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

水
産
課
（
２
５
・
４
１
９
５
）

萩
市
民
芸
能
の
夕

　

障
害
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。

■
と
き　

７
月
５
日（
日
）
昼
の

部
午
後
１
時
〜
４
時
30
分
、
夜
の

部
午
後
６
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

ダ
ン
ス
、
太
鼓
、
詩
吟
、

民
謡
等

■
入
場
料　

５
０
０
円

○
い
き
い
き
の
び
の
び
ふ
れ
あ
い

活
動
展

■
と
き　

７
月
４
日（
土
）、
５
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

障
害
者
の
方
が
制
作
し

た
絵
画
な
ど
の
作
品
を
展
示

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
事
務
局

（
２
２
・
６
６
６
７
）
小
澤

老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
ご
声
援
を

■
と
き　

７
月
10
日（
金
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
内
容　

玉
入
れ
、
綱
引
き
等

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
２
５
・
２
４
８
８
）

む
つ
み
昆
虫
王
国

　
　
　
　
　
　

オ
ー
プ
ン

■
と
き　

７
月
11
日（
土
）〜
８
月

31
日（
月
）
午
前
９
時
〜
午
後
５

時■
と
こ
ろ　

伏
馬
山
中
腹（
高
佐

下
）

■
内
容　

カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
の
昆

虫
採
集
の
体
験
、展
示
・
販
売
な
ど

■
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト　

午

前
10
時
〜
（
餅
ま
き
や
記
念
品
プ

レ
ゼ
ン
ト
等
）

■
入
場
料　

無
料
（
か
ぶ
と
虫

ド
ー
ム
の
み
入
園
料
３
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ

む
つ
み
総
合
事
務
所
経
済
課

（
０
８
３
８
８
・
６
・
０
２
１
１
）
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■問い合わせ　健康増進課☎26-0500、各総合事務所健康福祉課

24 ㊌
萩健康福祉センター ☎25・2663

　心の健康相談 13：00〜
※下記は、要予約

※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

10:00〜萩市保セ
13:00〜大島公民館

10:00〜萩市保セ
13:30〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ

13:30〜浜崎みんなの家
9:30〜萩市保セ
9:15〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ

9:30〜川島公会堂

13:00〜JAあぶらんど萩大井支所
13:30〜県漁協越ヶ浜支店

14:30〜JAあぶらんど萩三見支所
9:30〜東木間公会堂

13:00〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ

8:00〜JAあぶらんど萩大井支所
8:00〜JAあぶらんど萩三見支所

10:00〜椿西小学校
12:30〜大井公民館

●ツインズサークル
●大島乳幼児健康相談
●1歳の児集まれ教室
●1歳6か月児健康診査
●5か月児健康相談
　浜崎健康講演会
　男性健康料理教室
　はつらつクラブ
　ヘルシークラブ
　JA川南地区健康教室
　大井子宮がん検診

　越ケ浜グッドヘルス
　三見子宮がん検診
　
　JA木間地区健康教室
●3歳児健康診査
●10か月児健康相談
　大井胃がん検診
　三見胃がん検診
●椿地区子育て輪づくり
　大井特定健診

16㊋

17㊌

18㊍

19㊎
22㊊

23㊋

24㊌

25㊍
29㊊
30㊋

萩 地域

7:30〜むつみコミュニティセ
7:30〜むつみ総合事務所

13:00〜福栄保セ
10:00〜福栄保セ
10:00〜福栄保セ

13:00〜むつみ総合事務所
10:00〜福栄保セ
7:30〜福栄保セ

　　むつみ総合健診
　　むつみ総合健診
　子宮がん・乳がん健診
　健康教室きらめき隊
●のびのび会
　子宮がん・乳がん健診
●すくすく福栄っ子学級
　福栄総合健診

16㊋17㊌
18㊍19㊎
23㊋
24㊌
25㊍
26㊎
27㊏
30㊋

地域むつみ・福栄

10:00〜川上保セ
9:30〜旭保健セ

13:00〜旭マルチメディアセ
7:30〜旭保健セ
13:00〜旭保セ

7:30〜旭マルチメディアセ
10:00〜阿武川温泉公園

●とことこクラブ
　運動教室（佐々並）
　子宮がん・乳がん健診
　　　旭総合健診
　子宮がん・乳がん健診
　　　旭総合健診
●おやこ交流会

毎週㊍　　
18㊍ 　　
19㊎ 　　
23㊋24㊌
24㊌ 　　
25㊍26㊎
28㊐ 　　

地域川上・旭

9:30〜田万川保セ
9:30〜やまびこ

13:30〜須佐保セ
9:30〜須佐保セ
9:30〜やまびこ
9:00〜やまびこ

9:30〜田万川総合事務所
13:00〜須佐保セ
9:30〜やまびこ

13:30〜20区公会堂
9:30〜須佐保セ
9:30〜須佐保セ
9:30〜須佐保セ

●すくすく赤ちゃん学級
　弥富はつらつ楽食会
　活き活きリハ会
　須佐元気もりもり体操
　弥富元気もりもり体操
　健康、介護予防相談
　定例田万川健康相談
●1歳6か月児3歳児健康診査
　弥富元気もりもり体操
　20区健康相談
　須佐元気もりもり体操
　健康ちょきん教室
●妊産婦健康相談

16㊋

17㊌
18㊍
19㊎
22㊊
23㊋

24㊌

25㊍
26㊎
30㊋

田万川・須佐 地域

ケーブルテレビ放送予定
★毎週木曜日放送・金曜日再放送 広報課 ☎25-3178
◆行政番組「マイたうん萩」（10 分間）
18 ㊍  柑きつ振興、有害鳥獣対策
25 ㊍  デジタル中継局が続々開局

20㊏ 　山口県3種チャンピオンズリーグ戦（サッカー）
　　　                9:00〜萩スポーツ広場

21㊐ 　萩市長杯争奪大会兼中国5県軟式野球大会C級
　（〜27、28日）                    9:00〜萩スタジアム

　田万川地域ゴルフ大会           9:00〜萩石見ＣC
　朝日レディースバレーボール大会

　　　               9:00〜福栄体育館ほか
●萩市民春季ソフトボール決勝大会

　　　               9:30〜萩スポーツ広場
　ふれあいピアリンピック2009

　　　               10:00〜市民体育館
24㊌ 　ふれあいグラウンドゴルフ大会

                                  19:30〜むつみグラウンド
25㊍ 　山口県ゲートボール選手権萩大会

                                         9:00〜萩甲子園球場
27㊏ 　山口県サッカーチャンピンリーグ（中学校の部）

　　　               10：00〜萩スポーツ広場
　旭地域職域球技大会  13:30〜旭健康増進センター

28㊐ 　萩市近郷ソフトバレーボール大会
　　　               9:00〜市民体育館

　山口県ラグビーフットボールリーグ戦（A・B・C級）
                                      9:00〜萩スポーツ広場

●ふたば園（22･2877）
16㊋、23㊋、30㊋ おもちゃ図書館地域開館日 10：00〜15：00
16㊋ 発達相談日 10：00〜12：00

絵本の読み聞かせ
「ガタンゴトンの会」 11：00〜11：30

23㊋ 親子遊び「ぽっぽの会」 
対象:おおむね2歳まで 13：00〜14：00

●萩子どもセンター（25･7540）
18㊍ ピヨピヨの会 ※参加料1世帯100円

「自由遊び」
10：00〜11：30
総合福祉センター

●萩幼稚園（22・0775）
23㊋ 未就園児への園舎開放日 9：30〜11：30

16㊋、19㊎、23㊋、26㊎、30㊋
 おはなしの森 11：00〜11：30 子ども図書館

16 ㊋  瀬戸正夫写真展 〜7/5 9：30〜 明木図書館
 あんずの会（読書会） 14：00〜 萩図書館

17 ㊌  リサイクル新聞の日 9：30〜 萩図書館
20 ㊏  本田哲也絵本原画展 〜6/28 9：30〜 萩図書館

 瀬戸正夫講演会 10：00〜 明木図書館
 むかしむかしの会 14：30〜子ども図書館

24 ㊌  まなぼう館で今日は何する？15：00〜 須佐図書館
27 ㊏  わくわくの会 14：30〜子ども図書館
28 ㊐  リサイクル雑誌の日 9：30〜 萩図書館
30 ㊋  茶話会 14：00〜 須佐図書館

【休館日】 萩図書館、須佐図書館：17㊌、22㊊、29㊊
             明木図書館：17㊌、22㊊、28㊐、29㊊
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阿北地区
休日当番医

21日㊐
28日㊐

［内科］
［内外科］

松原（須佐）
齋藤（阿武町）

08387・6・5055
08388・2・2838

情報カレンダー

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、
　歯科は萩市消防本部（☎25・2772）で確認してください。

※阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）

●萩市主催・共催の行事

８７

日月火水木金土
１２３ ４５ ６
９10 1112 13

14 15 16 17 18 19 20
26 27

2829
21 2223

30
24 25

夜間・休日当番医

●６月萩市議会定例会一般質問 15〜17日 （10:00〜/萩市議会議場）外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）内科 山本（前小畑） 26･0077

外科 メディカルポート萩（堀内）24･0082
内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

●行政相談      （10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）外科 平岡（新川東） 25･7100
●山口県高等学校総合文化祭 〜20日 （13:00〜/市民館）内科 波多野（堀内） 25･2788
●萩おもしろ雑学セミナー （14:30〜/三見中学校）

外科 めづき（土原） 22･2248
内科 めづき（土原） 22･2248

●須佐地域生涯学習発表会 〜22日 （9:00〜/須佐文化センター）外科 田町（東田町） 24･1234
●萩おもしろ雑学セミナー （10:00〜/福栄コミュニティセンター）内科 全真会（玉江浦） 22･4106

●萩市民春季ソフトボール決勝大会 （9:30〜/萩スポーツ広場）外科 都志見（江向） 22･2811
●須佐地域生涯学習発表会 特別講演会 （13:30〜/須佐文化センター）内科 わたぬき（東浜崎町）25･2020
●森本ケンタライブin萩 （14:00〜/サンライフ萩）産婦人科都志見（江向） 22･2811

歯科 大谷（下五間町） 22･0527
外科 玉木（瓦町） 22･0030
内科 市原（塩屋町） 22･0184

○心配ごと相談 （13:30〜/むつみ福祉の里ふれあいセンター）外科 萩市民（椿） 25･1200
内科 柳井（橋本町） 22・0748

●無料法律相談 （10:00〜/市役所本庁）外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
内科 中坪（今魚店町） 22･5430

●行政相談 （10:00〜/川上公民館）外科 花宮（平安古町） 25･8738
内科 萩慈生（玉江） 25･6622

●萩おもしろ雑学セミナー （19:30〜/旭活性化センター）外科 平岡（新川東） 25･7100
内科 玉木（瓦町） 22･0030

○きれいなまち・萩推進市民会議 美化活動 （9:00〜/道の駅・萩しーまーと駐車場）外科 兼田（吉田町） 22･1113
●萩おもしろ雑学セミナー （10:00〜/萩市保健センター）内科 萩市民（椿） 25･1200

外科 池本（玉江浦） 25･7575
内科 萩むらた（今古萩町）25･9170

産婦人科なかむら（熊谷町） 22･1557
歯科 井上（東田町） 25･1687

小児科いわたに（椿東） 24･2100
●萩おもしろ雑学セミナー （10:00〜/旭マルチメディアセンター）外科 都志見（江向） 22･2811
●サル・イノシシ被害防止研修会 （14:00〜/福栄農業担い手育成センター）内科 全真会（玉江浦） 22･4106
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 玉木（瓦町） 22･0030

内科 藤原（土原） 22･0781

※小児科は 28 日以外、内科で対応します。
※夜間・休日当番医の診療時間は翌朝８時まで。
　歯科は午前９時〜正午。
※救急医療は急患のためのものです。

AM８：30〜PM５：30

16→30日 日
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16火

17水

18木

19金
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28日

29月

30火
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congratulation

　

きすご（シロギス）

慶弔だより
お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

co
n
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ratu
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n

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。
（敬称略）※５月16日〜５月31日受付分

　萩での呼び名は「きすご」。日本全国に広く分布
しますが、萩地区の海は場荒れしていないので、菊
ヶ浜の沖、ごく近場で 25㎝を超える大型も普通に
お目にかかれます。釣針をはずすために頭を持つと、
尻尾が肘に達するため、大型のキスを「ひじたたき」
とも呼んでいます。
　初夏の頃から、萩の菊ヶ浜や近くの漁港では、キ
ス釣りをする家族連れの姿も多く見られ、手軽・簡
単に釣れるため、ファミリーフィッシングの格好の
ターゲットです。菊ヶ浜は、県内でも有数のキス
投げ釣りのポイントで、新聞やインターネットでも
度々紹介されています。ご覧のとおり、パールピン
クの清楚な姿で、その容姿にふさわしく、純白半透
明の身は、淡白でクセがなく、ほのかな甘味があっ
て、万人好みの魚です。

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

お悔やみ申し上げます
氏　名 年  齢 住　所死亡日

表紙 勇壮な和船競漕

■人の動き（平成21年５月末日）
　人　口／56,099人   （前月比ー71）　男／25,717人（前月比ー40）
　世帯数／24,432世帯（前月比ー23）　女／30,382人（前月比ー31）
　出　生／29人　死亡／71人

co
n

d
o
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　６月７日、玉江の橋本川下流で「おしくらご
う」が開催されました。ふんどし姿の若者たち
が掛け声とともに、水しぶきを上げて櫓を漕ぐ
姿は迫力があります。玉江浦地区に藩政時代か
ら伝わるといわれる伝統の和船競漕で、毎年６
月に行われます。
　景観重要建造物に指定された観音堂とともに、
玉江浦のシンボルとして受け継がれています。

〜おしくらごう〜

＝おしくらごうの特集がテレビ放映（予定）＝
　▽６月 20 日（土）13:00 〜 13:55
　▽山口放送（ＫＲＹ）
　▽「おしくらごう 海に生きる男たちの誇り」
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